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免責事項 

下記事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。また、情報提供を唯
一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことはできません。マテリアルやコード、
機能の提供をコミットメント（確約）するものではなく、購買を決定する際の判断材料になさらな
いで下さい。オラクルの製品に関して記載されている機能の開発、リリース、および時期について
は、弊社の裁量により決定されます。  
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概要 

イノベーションを目的としたフォーラムによると、世界のデータの90%が過去2年間に生成されて
います。これらすべてのデータで価値を見出すために、ビジネス部門とIT部門は、保存、処理、お
よび統合の各テクノロジーだけでなく、多くの新しい分析手法についても積極的に利用するよう試
みています。ビッグデータはほぼすべてのデジタル変換の中核をなすため、誰もがビッグデータを
強く認識しています。たとえば、新しいカスタマー・エクスペリエンスでは全面的に、スマート・
デバイスや瞬時に反応がかえってくる文化によって形成されています。スマート製品は、従来型の
診断コードをリアルタイムに提供するだけでなく、環境の全体的なコンテキストも取得できます。
これを利用することで、ブランドの妥当性や耐障害性を強化し、競争力を備えた、リアルタイム性
の高い企業となるでしょう。その結果として、企業の分析プロセスとビジネス・プロセスが再考さ
れ、より大規模かつ迅速な、そしてパーソナライズされたバリュー・チェーンが出現しています。
すでにビッグデータは商業的な成功を収めています。数千もの事例で、ビッグデータによってブラ
ンド・ロイヤルティが向上し、真実が明らかになり、未来が予測され、製品の信頼性が明示され、
真のアカウンタビリティが明確になっています。 

 

ビッグデータによって、IT部門はさまざまな課題に直面しています。ただし、これらの課題には相
違点よりも類似点の方が多くなっています。一例を挙げると、概念実証から運用に移行するにつれ、
これらの新しい機能が、現在サポートしている関連する運用システムおよびプロセスや意思決定支
援システムおよびプロセスのSLAと連携している必要があることが分かりました。ビッグデータの
運用は、アーキテクチャに関する意思決定、統合、および開発を標準化し、高いリジリエンス、セ
キュリティ、および管理性を備えた環境で大規模に行う必要があります。処理の高速化という要求
に対応するため、分析のための過度なETL/変換や冗長なデータ・ストアを避ける必要があります。
これらのために、全体的なスループットが低下するだけでなく、運用コストと保守コストも増加し
ます。ビジネスで必要とされるものを提供するために、アーキテクトは、エンタープライズ・イン
フォメーション・アーキテクチャ全体でこの新しいデータの量、多様性、および速度に効率的に対
処する方法を明確に考える必要があります。ビッグデータの目標は、他の情報管理の目標と同じで
す。経済状況として、このデータを処理するのが今だということだけです。 

 

ビッグデータ機能の基盤としてオラクルを検討すべき確かな理由があります。35年前の当初から、
オラクルはソフトウェアからハードウェア、さらにはこの両方の革新的な統合まで、情報管理のほ
ぼすべての要素に多大な投資を行ってきました。オラクルのデータベース・ファミリは、最高レベ
ルのパフォーマンスと、高い信頼性、可用性、スケーラビリティを備えたデータ・プラットフォー
ムを提供するという、もっとも困難な技術的課題に常に対応してきただけでなく、何世代ものテク
ノロジーの変化を通じてデータを移行してきました。また、情報プラットフォームを提供するには、
データベースだけでなく、それ以外のものも必要となります。強力なデータ・アクセス、可視化、
分析を実現すると同時に、データの取得、変換、移動、品質、セキュリティ、管理などのあらゆる
補助機能も必要となります。オラクル独自の価値は、複雑なIT環境を簡素化し、TCOを削減し、
ビッグデータのような新しい領域が現れた場合はリスクを最小限に抑えるように連携して動作する、
エンタープライズ・クラスのもっとも広範な情報テクノロジー・スタックを設計してきた長い歴史
です。 

 

http://forum.uschamber.com/
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オラクルの観点では、ビッグデータは孤立したものではありません。ビッグデータは、統合型のエ
ンタープライズ・クラス情報管理機能のもっとも新しい側面に過ぎません。注意しないと、オープ
ンソースの頻繁な貢献、クラウド・サービスの拡大、および分析戦略の真の革新を通じてビッグ
データが進化し続けるにつれ、ビッグデータによって企業のIT環境の複雑さが容易に増してしまう
可能性があります。将来的に安全かつ最善の状態に達するためには、最良の製品、サポート、およ
びサービスの観点でオラクルのような強力な企業と連携する以外に、エンタープライズ・アーキテ
クチャのアプローチを採用することがさらに重要となっています。エンタープライズ・アーキテク
チャのアプローチを採用すると、ビジネスの連携、価値中心のロードマップ、および継続的なガバ
ナンスを実現する意思決定が可能になります。 

 

このホワイト・ペーパーでは、ビッグデータ・エコシステム、およびエンタープライズ・アーキテ
クトが直面するアーキテクチャの選択について、概要を説明しています。おもな用語、機能、リ
ファレンス・アーキテクチャを定義し、おもなオラクル製品とオープンソース製品について説明し、
全体像と原則を解説し、実際の事例と結び付けています。説明しているアプローチとガイダンスは、
数百もの顧客プロジェクトの副産物であり、アーキテクチャの計画時と実装時に顧客が直面した意
思決定を反映したものです。オラクルのアーキテクトはさまざまな業種や政府機関で作業しており、
エンタープライズ・アーキテクチャのベスト・プラクティスに基づいて、標準化された手法を開発
してきました。オラクルのエンタープライズ・アーキテクチャのアプローチとフレームワークを、
オラクル・アーキテクチャ開発プロセス（OADP）およびオラクル・エンタープライズ・アーキテ
クチャ・フレームワーク（OEAF）で示しています。 
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アーキテクチャ関連の参考資料 

オラクルでは、このホワイト・ペーパーを補完する追加のドキュメントを提供しています。これら
のドキュメントのいくつかを以下に示します。 

 

IT Strategies from Oracle（ITSO）は、組織がエンタープライズ・クラスのITイニシアチブに対して
アーキテクチャ中心のアプローチを策定できるように作成された、専門家向けの一連のガイドとリ
ファレンス・アーキテクチャです。ITSOでは、広く採用されているアーキテクチャ上の概念、原則、
ガイドライン、標準、およびパターンを定義し、適切なテクノロジー戦略とソリューション設計を
示しています。 

 

『Big Data & Analytics Reference Architecture』（39ページ）では、論理アーキテクチャとオラクル製
品の対応付けについて説明しています。『Oracle Reference Architecture Information Management』

（200ページ）では、オラクルのリファレンス・アーキテクチャの情報管理の側面について説明し、
重要な概念、機能、原則、テクノロジー、およびリファレンス・アーキテクチャを構成するのに役
立つアーキテクチャ上のさまざまな観点について解説しています。これには、概念的な観点、論理
的な観点、製品マッピングの観点、および導入の観点が含まれます。情報管理のセキュリティおよ
び管理の側面については、『Oracle Reference Architecture Security』（140ページ）および『Oracle 
Reference Architecture Management and Monitoring』（72ページ）で説明しています。このITSOラ
イブラリで提供されている他の関連ドキュメントには、クラウド・コンピューティング、ビジネス
分析、ビジネス・プロセス管理、サービス指向アーキテクチャなどがあります。 

 

ホワイト・ペーパー『インフォメーション・マネジメントとビッグデータ リファレンス・アーキテ
クチャ』（30ページ）では、ベンダーに依存しないビッグデータの概念アーキテクチャと論理アー
キテクチャについて概要を説明しています。このホワイト・ペーパーは、ビッグデータ機能の設計
時に生じる、計画関連のさまざまな問題を把握するのに役立ちます。 

 

金融サービス、医薬品/ライフサイエンス、医療機関の支払い側と提供側、公益事業、小売、物流、
およびメディア/エンターテイメントにおける特定のビッグデータ・トランザクションと分析機会に
焦点を当てた、業種固有の一連の概要情報も提供しています。 

 

また、Oracle Technology Network（OTN）とOracle.com/BigDataでも、ビッグデータ関連のさまざ
まな資料を提供しています。 

  

 

http://www.oracle.com/goto/ITStrategies
http://www.oracle.com/technetwork/topics/entarch/oracle-wp-big-data-refarch-2019930.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/topics/entarch/oracle-ra-info-mgmt-r3-1-1980395.pdf
http://oracle.com/technetwork/topics/entarch/oracle-ra-security-r3-0-176702.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/topics/entarch/oracle-ra-mgt-mon-r3-1-2050906.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/topics/entarch/oracle-ra-mgt-mon-r3-1-2050906.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/bigdata-appliance/overview/bigdatarefarchitecture-2297765-ja.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/bigdata-appliance/overview/bigdatarefarchitecture-2297765-ja.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-in-financial-services-wp-2415760.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-pharmaceutical-2419817.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-healthcare-payer-2398955.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-healthcare-provider-2398954.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-utilities-2398956.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-retail-2398957.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-logistics-2398953.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-media-2398958.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/jp/topics/bigdata/whatsnew/index.html
http://www.oracle.com/jp/bigdata/overview/index.html
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基本概念 

ビッグデータとは 

これまで、数多くのインターネット検索、広告、およびソーシャル・ネットワーク関連の大企業が
先駆けとなり、ビッグデータのハードウェアとソフトウェアの技術革新を行ってきました。たとえ
ば、Googleでは、1日あたり1.5兆ページ・ビューのクリック、リンク、コンテンツを分析し

（www.alexa.com）、検索結果とパーソナライズされた広告をミリ秒単位で提供しています。コン
ピュータ・サイエンス・エンジニアリングの偉業です。 

Google、Yahoo、オラクルなどの企業が自らのテクノロジーをもってオープンソース・コミュニ
ティに貢献するにつれ、ビッグデータを活用するという課題にさまざまな民間企業や公的機関が関
心を向けています。先駆けとなった企業とは異なり、これらの広範な市場ではビッグデータをやや
異なる観点でとらえています。データを単独で解釈するのではなく、既存の運用システムや分析シ
ステムに新しいデータを追加することで、価値を実現しようとしています。 

そのため、ビッグデータは、さまざまな新しいタイプのデータやデータ管理を従来のデータととも
に包括して統合する、総合的な情報管理戦略となっています。このようなタイプのデータを処理お
よび分析する手法は多数存在していましたが、幅広い採用が促進されたのは、データの大幅な増加
と低コストのコンピューティング・モデルによるものです。さらに、ビッグデータによって、
Apache HadoopとNoSQLデータベースという、基盤となるストレージ・テクノロジーと処理テクノ
ロジーが普及しています。 

また、ビッグデータは、Volume（量）、Velocity（速度）、Variety（多様性）、Value（価値）の4
つの"V"で定義されています。この4つのVは、情報アーキテクチャにビッグデータを追加すべきかど
うかを判断する、妥当な評価基準となっています。 

» Volume（量）：データのサイズ。量はさらなるデータを指しますが、粒度の細かい、一意の
データです。ビッグデータでは、大量の低密度データ、つまりTwitterのデータ・フィード、
Webページのクリック、ネットワーク・トラフィック、光速でデータを取得するセンサー対応の
機器など、価値が未知のデータを処理する必要があります。この処理は、ビッグデータを低密度
データから高密度データ、つまり価値あるデータに変換する処理です。企業によっては、それが
数十テラバイトのことがあれば、数百ペタバイトのこともあります。 

» Velocity（速度）：データを受け取ってデータに対応する速度。最高速度のデータは通常、ディ
スクに書き込まれずに、メモリに直接転送されます。モノのインターネット（IoT）アプリケー
ションには、リアルタイムで評価して対応する必要がある、正常性や安全性の問題があるものも
あります。それ以外のインターネット対応のスマート製品は、リアルタイムまたはほぼリアルタ
イムで動作します。例として、消費者向けのE-Commerceアプリケーションでは、時間限定の
サービスを提供するために、モバイル・デバイスの位置情報と個人の好みが関連付けられます。
運用面では、モバイル・アプリケーションにおいてユーザー数が膨れ上がり、ネットワーク・ト
ラフィックが増加し、即時応答が期待されています。 

» Variety（多様性）：新しい非構造化データ型。テキスト、音声、動画などの非構造化データ型
と半構造化データ型では、意味とサポートされているメタデータの両方を取得するために、追加
の処理が必要となります。いったん把握すると、非構造化データの多くの要件は構造化データの
要件（集計、系統、監査、プライバシなど）と同じです。既知のソースのデータが突然変更され
ると、複雑さがさらに増します。スキーマが頻繁に変更されたりリアルタイムで変更されたりす
ると、トランザクション環境と分析環境の両方に大きな負荷がかかります。 

http://www.alexa.com/
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» Value（価値）：データには固有の価値がありますが、この価値を見つける必要があります。さ
まざまな定量的な調査手法を使用して、データから価値を引き出すことができます。たとえば、
消費者の好みや感情を検出したり、場所別に関連するサービスを提供したり、障害が発生しそう
な機器を特定したりできます。技術の進歩によってデータの保存コストと処理コストが大幅に低
減されたため、大量のデータがもたらされ、この大量のデータによって静的サンプリングや他の
手法が妥当になり、意味を解釈できるようになりました。ただし、価値を見出すには、洞察力の
ある優れたアナリスト、ビジネス・ユーザー、および役員が関与する、新しい検出プロセスも必
要となります。ビッグデータの真の課題は、適切な質問を行って、パターンを認識し、情報に基
づいて仮定を立て、動作を予測することを習得する、人的なものです。 

ビッグデータに関するおもな質問 

幸いなことに、誰もがビッグデータに関して質問があります。ビジネス部門とIT部門の両方がリス
クを負って試行しており、皆が学ぶべき正しい先入観が存在します。ビッグデータに対応する場合、
情報管理に対してエンタープライズ・アーキテクチャのアプローチを取ることを推奨します。ビッ
グデータは企業資産であり、ビジネスとガバナンスの連携によって、現在の情報管理アーキテク
チャの統合された要素として管理する必要があるというアプローチです。これは実践的なアプロー
チです。なぜなら、オラクルは、概念実証から大規模な運用に移行するときに、スキル・セット要
件、ガバナンス、パフォーマンス、スケーラビリティ、管理、統合、セキュリティ、アクセスと
いった、他の情報管理に伴う課題と同じ課題に直面することを知っているためです。覚えておくべ
き教訓は、既存の投資やトレーニングを活用すれば、より短期間でさらに先に進められることです。 

以下に、エンタープライズ・アーキテクトが直面する、よくある質問をいくつか示します。 

ビッグデータに関する質問 

領域 質問 考えられる回答 

ビジネス・コンテキスト 

ビジネス目的 データをどのように活用できますか。 » 新しい製品やサービスを販売する 
» カスタマー・エクスペリエンスをパーソナライズする 
» 製品保守ニーズを検出する 
» リスクと運用成果を予測する 
» 付加価値データを販売する 

ビジネス利用 どのビジネス・プロセスでメリットが得られますか。 » 運用している ERP/CRM システム 
» BI システムとレポート・システム 
» 予測分析、モデリング、データ・マイニング 

データ所有 データを所有（およびアーカイブ）する必要があり

ますか。 
» 所有権 
» 過去のデータが必要 
» 系統の確保 
» ガバナンス 

アーキテクチャ・ビジョン 

取得 検出特性と応答特性には、どのようなものがありま

すか。 
» センサーベースのリアルタイム・イベント 
» ほぼアルタイムのトランザクション・イベント 
» リアルタイムの分析 
» ほぼリアルタイムの分析 
» 即時分析なし 

データ保存 データ・レザボアに最適なストレージ・テクノロジーを

教えてください。 
» HDFS（Hadoop と他の組合せ） 
» ファイル・システム 
» データウェアハウス 
» RDBMS 
» NoSQL データベース 

データ処理 アプリケーションに実用的な戦略を教えてください。 » 取得時の状態で保持する 
» 小規模な変換を加える 
» 分析プラットフォームに対してデータの ETL を実行する 
» デスクトップにデータをエクスポートする 
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パフォーマンス 非定型問合せ、データ変換、分析モデリングにかかる

時間を最小限に抑えるには、どのようにすれば良いで

すか。 

» データの分析と変換をリアルタイムで実行する 
» 使用目的に合わせてデータ構造を最適化する 
» パラレル処理を使用する 
» ハードウェアとメモリを追加する 
» データベースの構成と運用で対処する 
» 専用のハードウェア・サンドボックスを利用する 
» 保管中のデータをインプレースで分析する 

待機時間 おもな運用コンポーネント間の待機時間を最小限に抑え

るには、どのようにすれば良いですか。（取得、レザボ

ア、データウェアハウス、 

» ストレージの共有 
» 高速インターコネクト 

 

領域 質問 考えられる回答 

 レポート、サンドボックス） » プライベート・ネットワークの共有 
» VPN - パブリック・ネットワーク経由 

分析と検出 分析を行う必要があるのはどこですか。 » 取得時 – リアルタイムの評価 
» 生データ・レザボア 
» ディスカバリ・ラボ 
» データウェアハウス/データ・マート 
» BI レポート・ツール 
» パブリック・クラウド 
» オンプレミス 

セキュリティ データを保護する必要があるのはどこですか。 » メモリ 
» ネットワーク 
» データ・レザボア 
» データウェアハウス 
» ツールやディスカバリ・ラボでのアクセス 

現在の状態 

非構造化データ 非構造化データやセンサー・データは現在、何らかの方

法で処理されていますか。 
（テキスト、空間、音声、動画など） 

» 部門のプロジェクト 
» モバイル・デバイス 
» マシンの診断 
» パブリック・クラウドのデータの取得 
» 各種システムのログ・ファイル 

一貫性 データ品質とガバナンスはどの程度標準化されていま

すか。 
» 広範囲 
» 限定的 

オープソースの利用 オープンソースの Apache プロジェクトでは、どのよう

なことが行われていますか。（Hadoop、NoSQL など） 
» さまざまな試み 
» 概念実証 
» 本番運用 
» コントリビュータ 

分析スキル 高度な予測分析ツールおよび手法に精通しているデー

タ・サイエンティストとアナリストをどの程度まで使用

しますか。 

» はい 
» いいえ 

将来の状態 

ベスト・プラクティス 将来の状態を築く上で、意思決定の指針となる最適なリ

ソースを教えてください。 
» リファレンス・アーキテクチャ 
» 開発パターン 
» 運用プロセス 
» ガバナンスの構成とポリシー 
» 関連するカンファレンスやコミュニティ 
» ベンダーのベスト・プラクティス 

データ型 データ・レザボア内の生の非構造化データをどの程度変

換する必要がありますか。 
» まったく必要なし 
» スキーマまたはキー/値ペアで基本情報を取得 
» データのエンリッチメント 

データソース ソースやコンテンツ構造はどの程度の頻度で変更になり

ますか。 
» 頻繁 
» 予測不可能 
» 変更なし 

データ品質 いつ変換を適用しますか。 » ネットワーク上 
» レザボア内 
» データウェアハウス内 
» 使用時にユーザーが変換 
» 実行時 

検出のプロビジョニング ディスカバリ・ラボ・サンドボックスをどの程度の頻度

でプロビジョニングすれば良いですか。 
» めったにプロビジョニングしない 
» 頻繁にプロビジョニングする 
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領域 質問 考えられる回答 

ロードマップ 

概念実証 POC を終える前に、POC でどのようなことを検証し

ておく必要がありますか。 
» ビジネス・ユースケース 
» 新しいテクノロジーの把握 
» エンタープライズ統合 
» 運用上の影響 

オープンソースに関するス

キル 
オープンソースのスキルを身につけるには、どのよう

にすれば良いですか。 
» 従業員間でクロストレーニングを行う 
» 専門家を採用する 
» 経験豊富なベンダー/パートナーを利用する 

分析スキル 分析スキルを身につけるには、どのようにすれば良い

ですか。 
» 従業員間でクロストレーニングを行う 
» 専門家を採用する 
» 経験豊富なベンダー/パートナーを利用する 

ガバナンス 

クラウド・データソース クラウド・データソースの信頼性を確保するには、ど

のようにすれば良いですか。 
» 直接管理する 
» 監査を行う 
» 信頼できることを前提とする 

データ品質 非構造化データに対してクリーニング、エンリッチメ

ント、重複排除を実行するには、どのようにすれば良

いですか。 

» 静的サンプリングを使用する 
» 通常の手法を使用する 

データ品質 どの程度の頻度でコンテンツ構造を再検証する必要が

ありますか。 
» 受け取るたび 
» 定期的 
» 手動または自動 

セキュリティ・ポリシー 企業データのセキュリティ・ポリシーをどのように広

げれば良いですか。 
» 企業ポリシーを継承する 
» 企業ポリシーをコピーする 
» 特定のツール/アクセス・ポイントのみ承認する 
» 監視しているセキュリティ・ログに限定する 

ビッグデータは何が違うのか 

ビッグデータでは、新しいテクノロジー、プロセス、およびスキルが、情報アーキテクチャと、こ
れらを設計、運用、利用するスタッフに導入されます。新しいテクノロジーが導入されると、古い
ものから新しいものが分離される傾向がありますが、これを避けることを強く推奨します。例外も
ありますが、基本的に期待されるのは、この新しいデータからパターンを検出し、既存のデータを
さらに把握できるようにすることです。ビッグデータはサイロでなく、これらの新機能を分離して
設計する必要はありません。 

一見すると、4つの"V"でビッグデータの属性が定義されますが、エンタープライズ・クラスの情報
管理戦略で得られた、ビッグデータを確実に成功に導く他のベスト・プラクティスも存在します。
以下に、ビッグデータについて認識されている重要な点をいくつか示します。 

 

情報アーキテクチャのパラダイムが変化 

ビッグデータでは、データ構造と分析に対し、従来の情報アーキテクチャとは異なるアプローチを
取ります。従来のデータウェアハウスのアプローチでは、データは標準のETLプロセスで処理され、
最終的に事前定義のスキーマにマップされます（"スキーマ・オン・ライト"とも呼ばれます）。従
来のアプローチの欠点は、事前定義のスキーマを変更するプロセスに長い時間がかかることです。
ビッグデータの長所として、"定義済み"のデータ構造なしにデータを取得できる点があります。ま
た、構造をデータ自体から取得したり、他のアルゴリズム処理（"スキーマ・オン・リード"とも呼
ばれます）を用いて取得したりすることもできます。このアプローチは、新しい低コストのインメ
モリ・パラレル処理を実行する、HDFS/Hadoop、Sparkなどのハードウェア/ソフトウェア・アーキ
テクチャでサポートされています。 
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また、"ステージング、抽出、変換、ロードによってデータを分析機能に取り込む"という従来のプ
ロセスに対して、ビッグデータでは、データ量が多いために、"データに分析機能を取り込む"とい
う原則が採用されており、データ移動にかかる高いコストが排除されます。 

 

情報を統合するにはガバナンスが必要 

ビッグデータを従来のデータと組み合わせると、コンテキストが追加され、さらに深い洞察が得ら
れます。これは、顧客や製品などの主要なデータ・エンティティを使用する場合に特に言えること
です。消費者感情の分析の例では、ソーシャル・メディアの肯定的なコメントまたは否定的なコメ
ントを取得すると、ある程度価値が得られますが、これらのコメントをもっとも収益性の高い顧客
またはもっとも収益性の低い顧客に関連付けると、はるかに大きな価値が得られます。 

したがって、組織はガバナンスによって、異種のデータ・タイプを連携させ、データ品質を保証す
る必要があります。意思決定者は、ソースに関係なく、データ取得（データ系統とも呼ばれます）
を信頼できる必要があります。データ品質を策定するためには、ソース別に一般的な定義と変換
ルールを規定し、アクティブなメタデータ・ストアで保持する必要があります。強力な統計ツール
とセマンティック・ツールを使用すると、見つかりそうもないものを見つけ、関連する3つの確度
で今後のイベントを予測できます。ただし、これが可能なのはデータを信頼できる場合だけです。 

 

ビッグデータは常に増加 

ビッグデータでは、データ量は常に増加し、飛躍的に増加する可能性もあります。スループットの
計画では、ステージング用のストレージ、データ移動、変換、分析処理などの基本事項を見積る以
外に、パラレル処理、マシン・ラーニング、メモリ処理、列形式の索引、専用のアルゴリズムなど
の新しいテクノロジーによって待機時間を短縮できるかどうかも検討します。また、クラウド・
サービスとオンプレミスの比較で、どのようなデータを取得、分析できるのかを区別すると役立ち
ます。 

 

ビッグデータにはTier 1本番環境の保証が必要 

ビッグデータの利用を可能にしている条件の1つに、ハードウェア、処理、および保存が低コスト
になったことが挙げられます。ただし、大量の低コスト・データを低コストのハードウェアで処理
することを、期待される品質保証契約（SLA）が低下する前兆であると誤解してはいけません。完
成後は、ビッグデータを利用する本番環境と分析環境には、他のTier 1運用システムと同じSLA保証
が適用されます。従来の分析環境では、ビジネス分析ソリューションが1時間停止しただけで、ビ
ジネス運営に大きな影響があることが報告されています。トランザクション環境では、信頼性を確
保するためには、可用性と耐障害性をコミットすることが不可欠です。新しいビッグデータ・コン
ポーネント（データソース、リポジトリ、処理、統合、ネットワーク使用量、アクセス）をスタン
ドアロンと統合型の両方の分析および運用のプロセスに統合するにつれて、エンタープライズ・ク
ラスのアーキテクチャ計画が重要となります。 

新しいテクノロジーを試してみて、ビッグデータ手法が適合するかを判断するのは妥当ですが、
ビッグデータを大規模に運用するには、他の情報システムと同じSLAコミットメント、セキュリ
ティ・ポリシー、およびガバナンスが必要であることがすぐに分かります。 

 

ビッグデータの耐障害性メトリック 

運用環境のSLAには通常、関連する主要なIT管理メトリックとしてリカバリ・ポイント目標（RPO）

http://en.wikipedia.org/wiki/Recovery_point_objective%23How_RTO_and_RPO_values_affect_computer_system_design
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とリカバリ時間目標（RTO）が含まれます。RPOは、許容可能なデータ損失に関する契約です。
RTOは、ビジネス・プロセスが中断された場合の目標リカバリ時間です。運用障害のシナリオでは、
ハードウェアとソフトウェアを特定の時点の状態にリカバリできる必要があります。Hadoopと
NoSQLは、マルチサイトのフェイルオーバーとリカバリやデータ冗長性を実現する優れた高可用性
機能を備えていますが、容易なリカバリはおもな設計目標ではありませんでした。プラットフォー
ム全体に耐障害性を提供することを、企業の設計目標とする必要があります。 

 

ビッグデータのセキュリティ 

ビッグデータには、他の情報アーキテクチャと同じセキュリティ原則とセキュリティ・プラクティ
スが必要となります。企業のセキュリティ管理では、広範な監査プラクティスに従って、アクセス
の一元化、リソースの許可、およびガバナンスを行うように努めています。ビッグデータのテクノ
ロジー、データソース、および用途がさらに多様になっており、これらのプラクティスがいっそう
必要となっています。ビッグデータのセキュリティ戦略では、すでに確立されている企業プラク
ティスやポリシーと連携させ、重複する実装を避け、環境全体で一元管理を行うことを出発点とす
る必要があります。 

オラクルは、これらのいくつかの領域において統合型のアプローチを取っています。ガバナンスの
観 点 で は 、 Oracle Audit Vault が Oracle デ ー タ ベ ー ス お よ び Oracle 以 外 （ HDFS 、 Hadoop 、
MapReduce、Oozie、Hive）のデータベースのトラフィックを監視し、脅威を検出してブロックし
ます。また、データベース、オペレーティング・システム、ディレクトリ、ファイル・システム、
およびその他のソースの監査データをセキュアな中央のリポジトリに統合し、コンプライアンス・
レポートを改善します。データ・アクセスの観点では、Oracle Big Data SQLが、関連するSQLおよ
びRBACのセキュリティ機能を備え、Hadoop、Hive、およびNoSQLへの標準のSQLアクセスを実現
します。暗号化されたデータに対して問合せを実行でき、Virtual Private Databaseの機能を使用し
てルールに基づいて改訂を適用できます。すべてのデータを保護し、それを実証できることを、企
業の設計目標とする必要があります。 

 

ビッグデータとクラウド・コンピューティング 

今日の複雑な環境では、データはあらゆる場所から取得されます。企業内には、既知の構造化された
分析ソースや運用ソースに加えて、以前は使用するなど考えもしなかったテクノロジー・スタック内
のログ・ファイルなどのソースがあります。企業外には、企業のSaaSアプリケーションやPaaSアプリ
ケーションのデータがあります。さらに、無料のもしくはサブスクリプションベース両方のパブリッ
ク・ソースから、構造、品質、量がそれぞれまったく異なるデータを取得して利用を許可できます。
間違いなく、多くのユースケースでクラウド・コンピューティングが重要な役割を果たしています。
データソースとしてリアルタイムのストリーム、分析サービスを提供し、デバイス・トランザクショ
ン・ハブの役割も果たしています。必然的に、データに分析を組み込むのが最適な戦略となりますが、
最後には意思決定を行う必要があります。データセンターの物理的な分離、明確なセキュリティ・ポ
リシー、データの所有、およびデータ品質プロセスには、4つのVを考慮するだけでなく、アーキテク
チャ上の意思決定も必要です。そのため、分散処理アーキテクチャを推奨します。大量のデータを複
数の物理的な場所に分散させるとすると、高いセキュリティ、低待機時間、リアルタイムの運用およ
び分析ソリューションを実現する設計パターンは、どのようなものになるでしょうか。 

 

ビッグデータの検出プロセス 

ビッグデータはデータの量、速度、多様性、および価値によって定義されることを先に説明しまし
たが、ビッグデータ固有の特徴は、ビッグデータの価値を検出するプロセスにあります。ビッグ

http://en.wikipedia.org/wiki/Recovery_time_objective
http://www.oracle.com/jp/products/database/security/audit-vault-database-firewall/overview/index.html
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データは、1日の売上を合計して年度累計の売上を計算するような、既知の値を単にレポートする
ことで事実を明らかにする、従来のビジネス・インテリジェンスとは異なります。ビッグデータで
は、パターンを検出し、仮説をモデル化し、予測をテストできるだけの高度な機能を提供すること
が目標となります。たとえば、質問し、仮説を立て、データソースを選択し、統計モデル、可視化
モデル、またはセマンティック・モデルを作成し、検出結果を評価し、追加の質問を行い、新しい
仮設を立て、プロセスをもう一度開始するといった、調査に基づいた反復的な問合せプロセスやモ
デリング・プロセスを通じて価値が検出されます。可視化したものを解釈したり、対話型のナレッ
ジベースの問合せを実行したりする領域専門家は、さらに意味を検出する適応型の"マシン・ラーニ
ング"アルゴリズムを開発して利用できます。周囲に存在するデータの活力を利用して最新の状態を
維持することが目標であるなら、ビッグデータの調査は継続的なものであることに気付くでしょう。
検出結果を1回限りの意思決定に使用するだけなのか、または、検出結果を新しいベスト・プラク
ティスとし、ビジネス・プロセスの運用に組み込むのか、ということです。 

アーキテクチャの観点では、検出プロセスとモデリング・プロセスは高速で、反復的かつ相関的な
思考を促進するものである必要があります。最近の数多くの技術革新によって、キャッシュおよび
処理用の大容量メモリ搭載サーバー、高速ネットワーク、最適化されたストレージ、列形式の索引、
可視化、マシン・ラーニング、セマンティック分析などの機能が利用可能になっており、このよう
な機能を検討する必要があります。迅速な検出と予測を企業の設計目標とする必要があります。 

 

非構造化データとデータ品質 

データの多様性を利用するには、つまり可変のスキーマをさまざまなファイル形式で利用するには、
継続的な作業が必要となります。多様性によって柔軟性が向上しますが、多様性のために、データ
を把握し、データのクリーニングと変換を行って、系統を指定し、期待される価値が長期にわたっ
てデータから得られるように、いっそうの注意が必要となります。非構造化データの品質を保つた
めに、手動と自動の両方の手法を利用できます。非構造化ファイルの例として、テキストベースの
スキーマ宣言を伴うXMLファイル、テキストベースのログ・ファイル、スタンドアロン・テキスト、
音声/動画ファイル、キー/バリューペア（事前定義のセマンティックのない2列の表）などがありま
す。 

大量のパブリック・データソースを使用するユースケースでは、構造化、半構造化、非構造化のい
ずれの場合でも、データのコンテンツと構造を制御できないと想定する必要があります。データ品
質プロセスを自動化する必要があります。コンシューマ製品の業種では、たとえば、ソーシャル・
メディアのコメントは、自社のWebサイトやFacebookなど予測可能なソースから取得されるだけで
なく、その次のトレンドになっているスマートフォンからも予告なしに取得されます。このような
場合、スキーマを最新の状態に保つのにマシン・ラーニングが役立ちます。 

 

移動性と個人所有機器の持込み（BYOD） 

ユーザーは情報にいつでもどこでもアクセスできることを求めています。可視化、分析、または運
用化されたビッグデータと分析がモバイル・エクスペリエンスの一部である限りは、このようなリ
アルタイムやほぼリアルタイムの要件が重要なアーキテクチャ要件となります。 

 

能力と組織 

組織が直面する大きな課題は、ビッグデータの多様な新しいスキルをどのように獲得するかという
ことです。スタッフを増員しているベンダーやサービス・パートナーは別として、もっとも求めら
れている役割はデータ・サイエンティストであり、この役割はコンピュータ・サイエンス、数学、

https://hbr.org/2013/12/big-data-and-the-role-of-intuition
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統計学、および予測モデリングの領域のスキルを兼ね備えたものです。Gartnerでは、2015年まで
にビッグデータ関連で440万人の雇用が創出されると予測しています。少なくとも、従業員間でク
ロストレーニングを始めるタイミングになっており、まもなく分析の専門家を雇用するタイミング
になります。また、組織では、ビッグデータ機能をどのように体系化するのか、つまり部門リソー
スとして扱うのか、または研究拠点で一元化して扱うのかを検討する必要があります。 

分析の世界では固有の学術用語や専門用語が使用されていることを認識することが重要です。この
ように専門的であるため、分析専門家、ビジネス管理専門家、および技術専門家との間で容易にや
り取りできるスタッフを擁することが重要です。ビジネス・アナリストは、データ・サイエンティ
ストと緊密に連携するにつれて、より分析的な側面を強める必要があります。 

 

変化に対する組織と技術リソースの抵抗 

新しいビッグデータ・イニシアチブを実施する組織では、これらの新しいテクノロジーを導入する
際、技術リソースの心理的影響に配慮する必要があります。新しいビッグデータ・テクノロジーと
ソリューションを導入する影響として、既存の技術リソースが萎縮したり、変化を恐れたり、理解
が不足したり、失職を恐れる可能性があり、その結果、変化に対する抵抗感が生まれてビッグデー
タ・イニシアチブがとん挫する恐れがあります。従来のリレーショナル・データのスキル・セット
を持つ技術リソースに対し、ビッグデータ・テクノロジーとソリューションのメリットを啓蒙する
ように、配慮する必要があります。現在の技術リソースに対して、アーキテクチャ上のアプローチ、
データ・ロード・プロセスとETLプロセス、データ管理、データ分析などにおける相違点を明確に
説明し、新しいビッグデータ・ソリューションが情報アーキテクチャ全体にいかに適合するのかを
理解できるようにする必要があります。 

  

ビッグデータのアーキテクチャ・フレームワーク 

このセクションでは、ビッグデータ込みの分析文化に浸透している観点についていくつか説明しま
す。まず、オラクルが考案した成熟度モデルについて説明します。このモデルは、今どの段階にあ
り、目標を達成するためには何をする必要があるのかを認識するのに役立ちます。次に、情報アー
キテクチャを開発するための、オラクルのエンタープライズ・アーキテクチャのアプローチについ
て説明します。 

ビッグデータと分析の成熟度モデル 

Thomas H. Davenportは、2006年1月発行の『ハーバード・ビジネス・レビュー』の記事（"分析力
を武器とする企業"）で、分析力を用いて事実に基づいたマネジメントを行い市場競争に立ち向かう
企業が、競合他社をはるかに凌ぐ業績を達成していることに言及した最初の人物でしょう。 

実際のところ、分析主導型の組織となるには、絶え間ない改善が必要です。顧客がロードマップを
策定するのを支援するため、オラクルはビッグデータと分析の成熟度モデルを作成しました。この
モデルを使用すると、機能の望ましい状態を特定し、不足や遅延が生じてビッグデータと分析イニ
シアチブの阻害要因となっている個別の機能を特定できます。その後、特定した各阻害要因を改善
する手法を、業界のベスト・プラクティスと過去の経験から判断できます。これらの改善を実行す
る優先順位を決め、これらの改善を盛り込んで"ビッグデータと分析ロードマップ"と呼ばれる計画
を作成し、ビッグデータと分析イニシアチブを再び軌道に乗せることができます。 

次に、ビッグデータと分析の成熟度モデルの各段階について、詳しく示します。 



 

12 | オラクル・エンタープライズ・アーキテクチャ ホワイト・ペーパー — エンタープライズ・アーキテクトのビッグデータ・ガイド 
 

 

図1：ビッグデータと分析機能の成熟度モデル 

以下の6つの表に、各段階の説明を定義、特徴、データソースの取込み、アーキテクチャ、インフ
ラストラクチャ、組織とスタッフ、およびガバナンスの状態の観点で示します。 

 

ビッグデータと分析機能の成熟度モデル 

レベル 0 - 断片化 

定義 レベル 0 は、含まれている真実の有効性と一貫性が低い、断片化された複数のポイント・ソリューションで定義されます。 

特徴 この段階のおもな特徴は、必要に応じて特定の分析ニーズに対処するために、ベンダーベースや自社開発のアプリケーショ

ンが多数使用されることです。 

データソース データ・コンテンツが重複しているため、分析で得られる真実が複数になります。 

アーキテクチャ 断片化された複数のポイント・ソリューションは 1 つのデータウェアハウス内に配置されておらず、ポイント・ソリュー

ションのアーキテクチャも相互に統合されていません。 

インフラストラクチャ テクノロジーとツールは正式なものではなく、標準化されていません。意思決定は、共通合意を得た原則に基づいて行われ

るのではなく、プロジェクト・チームやテクノロジーに詳しいスタッフに大きく影響を受けます。 

組織とスタッフ » レポートは非常に手間がかかり、一貫性が低いものです。 

» アナリストは、レポートの作成と値の照合確認に大半の時間をかけます。この照合確認によってミスを回避し、データ品

質の問題を手作業で直します。 

» アナリストのスキルが、組織内のさまざまな場所に分散されています。スキル・レベルが一定していません。 
専門知識やベスト・プラクティスの共有はほとんど行われておらず、その場限りになっています。 

ガバナンス » データ・ガバナンスは、限定的であるかまったく存在しません。 

» 分析標準とデータ標準が存在しません。 
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レベル 1 - 管理化 

定義 レベル 1 は、エンタープライズ・データウェアハウスがデータ分析の基盤として存在することで特定されます。 

特徴 » 検索可能なメタデータ・リポジトリが企業全体に提供されています。 

» データウェアハウスは、ソース・システムの変更後 1 カ月以内に更新されます。 

データソース » ビジネス・データ、収益データ、および財務データは 1 つのデータウェアハウスに配置されます。 

» 非構造化データは、意思決定にまったく使用されないか最小限のみ使用されます。 

アーキテクチャ » マスター・データ分析機能が顧客、製品、および位置情報（利用可能な場合）について確立されます。 

» 統合機能は、エンタープライズ・データウェアハウスのデータ・ロード・ニーズに合わせて、おもに ETL ツールベース

になっています。 

» メタデータは、データウェアハウスのデータ・ディクショナリ、ETL ツール・リポジトリ、および BI メタデータ・リポ

ジトリの組合せによって管理されます。 

» 当初、データ・ハブと Hadoop の探索は、限られた統合機能を使って部門レベルで行われます。 

» データ探索機能とデータ検出機能は、わずかであるか、まったくありません。 

インフラストラクチャ » 組織は、情報管理テクノロジーに企業全体の標準を設定する作業に着手します。 

» IT 組織は、ビジネス・インテリジェンス、データウェアハウス、および統合ツールに関して、テクノロジー・ポート

フォリオの統合と最適化を検討する作業に着手します。 

組織とスタッフ » エンタープライズ・データウェアハウス・チームは、地域の IT や事業部門の IT に対してではなく、全社的な CIO に対し

て組織的にレポートを提供します。 

» ベスト・プラクティスを共有して標準を確立するために、さまざまな事業部門の複数の組織にまたがって BI 研究拠点の

設置が開始されます。 

ガバナンス » ソース・システムのデータ品質に関して、データ・ガバナンスが形成されます。 

» 実用的なデータ・スチュワードシップが形成されます。 

 
レベル 2 – 体系化 

定義 レベル 2 は、企業全体で標準化されたボキャブラリによって定義され、顧客マスター・データの利用が分析のみから運用レ

ベルに重点を置いたものに移行します。 

特徴 » データウェアハウス内の異種ソース・システム・コンテンツ全体にわたって、マスター・データと参照データが特定され

て標準化されます。 

» 名前付け、定義、およびデータ型はローカル標準と同じです。 

データソース » 顧客マスター・データが運用レベルで定義されて統合されます。 

» 一部の非構造化コンテンツを含め、原価モデル、サプライ・チェーン情報（利用可能な場合）、カスタマー・エクスペリ

エンスなどの追加のデータソースがエンタープライズ・データウェアハウスに取り込まれます。 

アーキテクチャ » 分析の目標として、組織の基本的な管理と運用を支援する、一貫性と効率性の高いレポート生成に重点が置かれます。 

» キー・パフォーマンス・インディケータ（KPI）に役員レベルから第一線のマネージャーやナレッジ・ワーカーまで容易

にアクセスできます。 

» データ・レザボアの Hadoop ディストリビューションと NoSQL に対して、標準が形成されます。 

インフラストラクチャ » 情報管理テクノロジー・サービスが最適化され、他のインフラストラクチャやアプリケーション・テクノロジー・サービ

スと統合されて、企業全体の包括的な統合型の運用サービスとなります。 

組織とスタッフ 企業のデータ・アナリストと事業部門のデータ・アナリストが定期的に共同で作業し、企業のデータ・レザボアの新機能に

優先順位を設定します。 

ガバナンス » 製品、場所/設備（該当する場合）、従業員を含め、顧客マスター・データ管理と他のマスター・データ管理の定義と進

化に関して、データ・ガバナンスが形成されます。 

» 組織のデータ・リテラシーを高め、他のデータソースのデータ取得戦略を策定するために、データ・ガバナンスが拡張さ

れます。 
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レベル 3 - 高度化 

定義 レベル 3 は、レポートを迅速かつ効率的に一貫して生成できる、レポートの自動化によって定義されます。 

特徴 » このレベルのおもな特徴は、無駄の削減と顧客多様性の軽減として現れます。 

»  規制要件に対処するために必要となる、効率的かつ一貫したレポート作成にさらに重点が置かれます。 

データソース » テキスト・データ・コンテンツを使用して単純なキーワード検索を実行できます。 

» モバイルやソーシャルなどの複数の接点で得られたデータを含めることで、顧客マスターの精度が向上されます。 

アーキテクチャ » 標準化されたデータ・マート内で、エンタープライズ・データウェアハウスのコンテンツが体系化されます。 

» 取得レベルと利用レベルの両方でデータのサブジェクト・エリア、データ型、および統合機能が追加され、企業のデー

タ・レザボア機能が完成します。 

» 企業の情報検出において、ウェアハウスとレザボアが統合されます。 

インフラストラク

チャ 
既存のシステムとの間で、LOB、仮想化、およびユーザー中心のツールが統合されます。 

組織とスタッフ » 総合的な常設チームが設置され、さまざまなビジネス・プロセスで品質の向上やリスクおよびコストの低減を達成するよ

う、常に機会が監視されます。 

ガバナンス » 外部にリリースされるデータのレビューと承認を行う、一元化されたデータ・ガバナンスが存在します。 

» メタデータ管理に、自動検出機能、ユーザー・フレンドリーな検索機能、および自動公開機能が装備されます。 

» 分析モデルの精度を管理するように、データ・ガバナンス機能が拡張されます。 

 
レベル 4 - 最適化 

定義 レベル 4 の分析成熟度の指標は、運用面とリスク面での介入を改善する、実用的な分析です。 

特徴 » "アカウンタビリティを持つ組織"が、ビジネス成果に関連する金銭的リスクと報酬の対象となります。 

» 製品、サービス、および顧客対応の質を最大限に高めるという目的を支援するために、分析を顧客接点時および運用レベ

ルで利用できます。 

データソース 適用可能な場合、遠隔測定データと社内外コンテンツ・プロバイダのストリーミング・データソースを含めるように、デー

タ・コンテンツが拡張されます。 

アーキテクチャ » ソース・システムのデータ変更に応じて、エンタープライズ・データウェアハウスが平均して 1 日あたり複数回更新され

ます。 

» 一貫性のあるサービスベースのデータ管理機能を提供するよう、データ・サービスが定義、構築、管理、公開されます。 

インフラストラク

チャ 
» インフラストラクチャ機能の重点が相互運用性とサービス指向アーキテクチャに置かれます。 

» 規模のメリットと俊敏性を達成するよう、サービス一元化とローカル管理のバランスが取られます。 

組織とスタッフ 製品およびサービスのコストと品質のバランスを取ることにアカウンタビリティを持っている C レベルの役員に対し、企

業のデータ・レザボア・チームと分析チームが組織的にレポートを提供します。 

ガバナンス 役員向けの品質ベースの報酬制度を支えるメトリックの精度に関して、データ・ガバナンスが重要な役割を果たします。 

 
レベル 5 - 革新的 

定義 レベル 5 の分析成熟度モデルは、完成した処方的分析機能が管理されるという、業界における製品機能とサービス機能の進

歩によって定義されます。 

特徴 知識共有とデータ探索が企業文化の中核となります。 

データソース テキストの自然言語処理（NLP）、処方的分析、および介入型の意思決定支援を含めるように分析が拡張されます。 

アーキテクチャ » 効果を最大限に高めるために、戦略と運用に関するすべてのレベルのビジネス上の意思決定に処方的分析がシームレスに

組み込まれます。 

» ソース・システムの変更を反映するように、エンタープライズ・データウェアハウスがリアルタイムで更新されます。 

インフラストラク

チャ 
情報アーキテクチャ・グループがテクノロジーの傾向を活発にレビューして評価します。また、ビジネス部門と連携し、新

しいビジネス・モデルの作成や新しいビジネス機能の推進といったイニチアチブの有効性を評価する新しいテクノロジーと

ツールを採用します。 

組織とスタッフ さまざまな LOB のスタッフが共同で作業し、ともにリスクと報酬の対象となります。 

ガバナンス » ガバナンス審議会、情報所有部門、データ・スチュワードによって、情報管理における部門横断的な問題に関連する課題

を解決するプロセスが最適化されます。 

» ベスト・プラクティスが特定され、文書化され、伝達されます。 

» リファレンス・アーキテクチャの開発と共有、およびアーキテクチャの観点での活動を通じて、これらのベスト・プラク

ティスが企業全体で適用されていることを情報アーキテクチャ・チームが確認します。 
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エンタープライズ・アーキテクチャのアプローチの採用 
エンタープライズ・アーキテクチャ（EA）のアプローチを採用する場合、テクノロジーに関する意
思決定はすべて、合意したビジネス・コンテキストに基づいて行われます。この戦略は当然のよう
に思えますが、通常、IT部門にとって"正しい"選択とは、ビジネスの優先順位が変更されたと知ら
されるだけのことです。EAのアプローチでは、アーキテクチャ・ビジョンの策定や対応する投資
ロードマップの作成において、ビジネスとの連携が維持されます。ビッグデータ・イニシアチブを
実験的に行って進化させるには、このような視点に立つことを推奨します。 

オラクル・アーキテクチャ開発プロセス（OADP）は、ビジネスとの連携を維持する、標準化され
た手法です。オラクル・エンタープライズ・アーキテクチャ・フレームワーク（OEAF）で管理さ
れるアーチファクト、リファレンス・アーキテクチャ、およびツールを計画すると、このプロセス
がサポートされます。 

 
 

図2：オラクル・アーキテクチャ開発プロセス（OADP）とオラクル・エンタープライズ・アーキテクチャ・フレームワーク（OEAF） 

 

オラクル・エンタープライズ・アーキテクチャ・フレームワーク 

オラクル・エンタープライズ・アーキテクチャ・フレームワークは、オラクルが顧客と共同で戦略
的ロードマップやアーキテクチャ・ソリューションを開発するのに役立つ、テクノロジーに依存し
ない簡素化されたフレームワークを提供します。オラクルでは、エンタープライズ・アーキテク
チャに対し、"過不足のない"、"ジャスト・イン・タイム"の実用的なアプローチを重視しており、こ
のアプローチは単独で使用することも、顧客のEA手法を補完するものとして使用することもできま
す。ビジネス成果を重視してオラクル独自のEA資産とリファレンス・アーキテクチャを利用するこ
とで、オラクル・エンタープライズ・アーキテクチャ・フレームワークを採用し、ビジネスとITの
連携を実現するビジネス・ケースで実証された堅実なテクノロジー・ソリューションが含まれた、
戦略的ロードマップを効率的に作成できます。 

ビッグデータは、情報アーキテクチャとビジネス分析用の専門家向けガイドとリファレンス・アー
キテクチャを備えた、このフレームワークでサポートされています。これらのホワイト・ペーパー
を次のサイトでダウンロードできます。http://www.oracle.com/goto/ITStrategies 

情報アーキテクチャに対するオラクルのアプローチについて、詳しくは 
http://www.oracle.com/goto/eaのセクション"Information Architecture and Governance"のホワイ
ト・ペーパー『Oracle Enterprise  Architecture Framework: Information Architecture Domain』を参
照してください。 

http://www.oracle.com/goto/ITStrategies
http://www.oracle.com/goto/ea
http://www.oracle.com/technetwork/topics/entarch/oea-info-arch-framework-dev-process-513866.pdf
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ビッグデータと分析のためのアーキテクチャ開発 

オラクル・アーキテクチャ開発プロセス 

オラクル・アーキテクチャ開発プロセス（OADP）は、単にテクノロジー設計を示すのではなく、
ビジネス成果を確実に得るために開発された実用的な手法です。OADPの基本運用原則は、ビジネ
ス目標とITコミットメントを明確にし、これらを連携させることです。また、そこから、計画、
ロードマップ、およびテクノロジーに関するすべての意思決定が、合意したビジネス戦略、アカウ
ンタビリティ、およびガバナンスの制約を受けます。この規律あるアプローチをビジネスの個々の
セグメントに適用でき、このアプローチを使用して企業のイニシアチブを調整することもできます。 

より大規模な変革イニシアチブでは、OADPを使用すると、エンタープライズ・アーキテクトや計
画担当者が複雑さ、混乱、およびリスクを予測するのに役立ちます。OADPを使用することで、オ
ラクルのエンタープライズ・アーキテクトは、プロジェクトを促進する実績ある計画パターンやテ
クノロジー設計パターンを活用できます。また、オラクルでは、OADPをオラクルおよび業界のベ
ストプラクティスを解説する社内研修や認定プログラムの基盤としても利用しています。 

次のセクションでは、ビッグデータに適用されるOADPの各要素について詳しく説明します。 

 

 

図3：OADPを適用した、ビッグデータ/分析アーキテクチャの全体的な開発プロセス 

アーキテクチャ開発アプローチでは、次の6つのおもなステップを実行します。 

» ビジネス・コンテキストとの調整 

» アーキテクチャ・ビジョンの定義 

» 現在のアーキテクチャの評価 

» 将来のアーキテクチャの確立 

» 戦略的ロードマップの決定 

» ガバナンスの実装 
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ビジネス・コンテキストとの調整 

ビジネス・コンテキスト・フェーズは、アーキテクチャ開発プロセスの最初のステップです。この
フェーズで全体的なアーキテクチャの基盤を確立するため、このフェーズはアーキテクチャ開発プ
ロセスでもっとも重要なフェーズです。組織の推進要因となっているビジネス上のおもな優先項目
と目的を把握し、これらとの調整を図ることが重要です。 

ビッグデータでは、あらゆる業種が、消費者のスマート・デバイスやスマート製品で可能になった、
ヒトやモノから得られる新しいデータを用いて革新に取り組んでいます。その結果、企業のビジネ
ス・プロセスが再考され、より大規模かつ迅速なバリュー・チェーンが出現しています。 

ビジネス・コンテキストを定める、ビジネス上の最初の質問は、ビジネス・オペレーティング・モ
デルを表すものです。組織の現在の状態のオペレーティング・モデルと期待される将来の状態のオ
ペレーティング・モデルを評価し、このオペレーティング・モデルでビッグデータ・アーキテク
チャの推奨事項がサポートされることを確認することが重要です。たとえば、調整型のオペレー
ティング・モデルでは、ストレージ・ハードウェア・プラットフォームの統合に投資するよりも、
サービスとしての分析に投資することにより高い価値が示されるかも知れません。同様に、総合的
なオペレーティング・モデルでは、標準化やデータ統合のレベルが低くなります。これにより、ビ
ジネスの俊敏性を最大限に高めることができます。複製型のオペレーティング・モデルから統合型
のモデルに移行する企業では、データ共有の障壁を取り除いてデータ統合機能の強化ニーズを促進
する、大きな変更が必要となります。ビジネス・モデル運用の確実性と不確実性をアーキテクチャ
計画に含めることが重要です。 

ビジネス・オペレーティング・モデルは、ビジネス・アーキテクチャの重要な要素です。このモデ
ルを使用し、ビジネス・プロセスおよびデータの統合の度合いと対比しながら、ビジネス・プロセ
スの標準化の度合いを定義します。Jeanne Rossがその著書『Enterprise Architecture as Strategy: 
Creating a Foundation for Business Execution』で、多様化型モデル、複製型モデル、調整型モデル、
および統合型モデルの4種類のオペレーティング・モデルについて説明しています。 

 

図4：Jeanne Ross（MIT Sloan）が示すビジネス・オペレーティング・モデル 

ビジネス・コンテキストの例については、次のビッグデータ業種概要を参照してください。金融
サービス、医薬品/ライフサイエンス、医療機関の保険者と提供側、公益事業、小売、物流、メディ
ア/エンターテイメント 

https://hbr.org/2014/11/how-smart-connected-products-are-transforming-competition
http://www.amazon.com/Enterprise-Architecture-Strategy-Foundation-Execution/dp/1591398398/ref=sr_1_1?ie=UTF8&qid=1421799704&sr=8-1&keywords=enterprise+architecture+as+strategy
http://www.amazon.com/Enterprise-Architecture-Strategy-Foundation-Execution/dp/1591398398/ref=sr_1_1?ie=UTF8&qid=1421799704&sr=8-1&keywords=enterprise+architecture+as+strategy
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-in-financial-services-wp-2415760.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-in-financial-services-wp-2415760.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-pharmaceutical-2419817.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-healthcare-provider-2398954.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-utilities-2398956.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-retail-2398957.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-logistics-2398953.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-media-2398958.pdf
http://www.oracle.com/us/technologies/big-data/big-data-media-2398958.pdf


 

18 | オラクル・エンタープライズ・アーキテクチャ ホワイト・ペーパー — エンタープライズ・アーキテクトのビッグデータ・ガイド 
 

オラクルは、次の資産を開発することで、ビジネス・コンテキストを明確化するのを支援できます。 

» ビジネス・アーキテクチャ・モデル：このモデルで、ビジネス目標とビジネス目的、ビジネス
機能、および関連する組織を示します。 

»  ビジネス・アーキテクチャ原則：アーキテクチャ原則マップは、EAフレームワーク（ビジネス、
アプリケーション、情報、テクノロジー、ガバナンス）の各領域別に体系化された一連の原則で
す。これらの原則および原則間の関係を、継続的な意思決定の基盤として利用できます。 

» 戦略マップとバランス・スコア・カード：戦略マップとバランス・スコア・カードを使用する
と、組織のビジネス目標とビジネス目的に貢献するおもなナレッジ上の視点を特定できます。
これにより、組織のITポートフォリオにビッグデータ機能を追加することによる貢献を取得して
評価する、ナレッジ・メトリックとパフォーマンス・メトリックを定義できます。 

» 情報資産のインベントリ：情報資産のインベントリを実行すると、意思決定を促進して中核と
なるビジネス・プロセスをサポートする、重要な情報資産を組織レベルで把握できます。組織
内の情報フローと情報共有者を把握することが、情報アーキテクチャの変更と改良がビジネス
運営にいかに役立つかを把握するのに不可欠です。 

» ビッグデータの価値に関する仮説：価値の正式な仮設を立てると、ビッグデータの採用で得ら
れる価値と、付随する情報アーキテクチャの変更点を、組織の戦略と目的のコンテキストで早
期に推定できます。これらの新しい機能への投資の推定価値を、総合的に分析できます。 

アーキテクチャ・ビジョンの定義 

アーキテクチャ・ビジョンのフェーズは、アーキテクチャ開発プロセスの2番目のステップです。
このフェーズでは、先に定義したビジネス・コンテキストを使用し、サポートするITアーキテク
チャにこのコンテキストを対応付けます。ビッグデータと情報管理は、幅広いテーマや関心事に対
応します。このフェーズでは、以下の項目について意思決定を行う必要があります。 
 
アーキテクチャ・ビジョン 

ビジョンの内容 アーキテクチャ原則 

エンタープライズ情報アーキテクチャと

の連携 
ビッグデータの分析を最大限に活用できるのは、既存のエンタープライズ情報ストアやビジネス・プロ

セスおよび分析プロセスと統合、連携できる場合です。 

実行可能な洞察 分析がもっとも効果的となるのは、イベント、洞察、または検出の時点で適切なアクション（人的また

は自動）をとることができる場合です。 

ビジネス・プロセスの統合 分析アーキテクチャ（レザボア、ウェアハウス、アクセス）を、運用ユーザー、ナレッジ・ユーザー、

および分析ユーザー向けの重要なビジネス・プロセス・フローに設計する必要があります。 

ビジネスの継続性 分析プロセスと分析アプリケーションの利用可能性がビジネス・プロセスと合致している必要があります。 

広範囲なアクセス 情報と分析がすべての役割、プロセス、およびアプリケーションで利用できる必要があります。 

データ構造や分析ツールにそれほど詳しくないエンドユーザーでも、ニーズや認可に関連する情報を検

索して表示できるアーキテクチャとなっている必要があります。 

データ品質とメタデータ メタデータを企業レベルで標準化して共有すると、分析の精度が向上し、調整のコストが低減し、コ

ミュニケーションが向上します。 

データ・サービスのプロビジョニング 分析データと分析システムを IT カタログの共有サービスとして提供する必要があります。 

セキュリティ セキュリティ要件と機密性に基づいてデータ資産を階層化し、多層防御によって厳しい制御を適用します。 

典型的でない使用状況やアクセスを検出、レポート、防止するフォレンジック分析機能を提供します。 

インフラストラクチャの可用性 分析プロセスと分析システムは Tier 1 であるため、適切な SLA が必要です。 

コンテキスト・ベースのガバナンス 非構造化データを含め、すべてのデータに関してデータ・ガバナンスのプラクティスを確立します。 
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オラクルは、次の資産を開発することで、アーキテクチャ・ビジョンを明確化するのを支援できます。 

» アーキテクチャ・ビジョン：前のフェーズで作成したビジネス・アーキテクチャをサポートす
る、ITアーキテクチャの全体像です。 

» アーキテクチャ成熟度アセスメント：ビジネス目標を達成するための、現在の機能の評価。現
在のIT機能、IT管理構造、費用モデル、およびガバナンスが評価されます。成熟度レベルの観点
から、ビジネス目標を達成できる企業のあるべき姿について推奨事項と仮説を作成します。 

» アーキテクチャ原則：ビジネス・アーキテクチャ原則をアプリケーション、情報、およびテク
ノロジーの各アーキテクチャ領域に変換します。ビジネス原則とIT原則を連携させると、将来
の意思決定の指針として役立ちます。 

» アーキテクチャの範囲：アーキテクチャが関与する明確な範囲を定義します。 

» 情報アーキテクチャ領域モデル：情報アーキテクチャ内で追加または変更となるおもな機能と
資産を把握し、これらがいかにビジネス戦略とビジネス目標に貢献し、それらをサポートする
のかを把握します。 

» 概念アーキテクチャ：1つまたは複数の概念アーキテクチャ・モデルを定義して使用すると、
アーキテクチャ・ビジョンを支えるために実装するよう提案している各機能の高レベルの関係
を示すのに役立ちます。概念モデルは、体系的な機能実装の根拠を示すもので、テクノロジー
の具体的な実装方法は含まれません。 

現在のアーキテクチャの評価 

現在のアーキテクチャ・フェーズでは、おもな分析プロセスとレポート・プロセス、データとイン
フラストラクチャに対する既存の投資、情報フロー、リソースのスキル、およびガバナンスのプラ
クティスをアーキテクチャ・ビジョンのコンテキストで評価します。データ・レザボアやディスカ
バリ・ラボなどのビッグデータ・コンポーネントでは、既存のデータ・ストア、BI/分析に対する他
の投資、およびその他のインフラストラクチャとの統合が必要となるため、このフェーズは特に重
要です。 

現在のアーキテクチャに対するオラクルのアプローチでは、高価値のターゲットに重点的に取り組
み、必要に応じて繰り返し詳細をドリルダウンします。この実用的なアプローチでは、現在の状態
に関する情報でも不要なものは収集せず、以降のフェーズでの変更に備えて、適切にアーキテク
チャ計画を作成してビジネス・ケースを構築するために必要となる最小限の作業に重点的に取り組
みます。 

オラクルは、次の資産を開発することで、現在の状態を評価するのを支援できます。 

» 現在のビジネス・アーキテクチャ：対処している問題またはイニシアチブのビジネス機能、プ
ロセス、および組織に関連するインベントリと関係。 

» 現在のアプリケーション・アーキテクチャ：特定のアーキテクチャ範囲をサポートする、一連
のアプリケーションとプロセス。 

» 現在の情報アーキテクチャ：特定のアーキテクチャ範囲に関連する、情報資産インベントリ、
高レベルのエンタープライズ・データ・モデル、およびデータ・フロー・パターン。 

» 情報フロー・ダイアグラム：ダイアグラムで表示される、ライフ・サイクルを通じた情報資産
のおもなフロー。データソース、データの統合、マッピング/変換、および利用を示します。組
織の所有権とガバナンスを示すように拡張することも可能です。 
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» 情報資産のインベントリ：ベースラインのアーキテクチャ全体像を定義するために、おもな情
報資産とソースを特定して取得します。資産と機能の関係を定義できるため、現在のアーキテ
クチャ内でビッグデータ・サービスを統合するのに役立ちます。 

» 現在のテクノロジー・アーキテクチャ：情報アーキテクチャとアプリケーション・アーキテク
チャをサポートする、技術的なサービスと機能のインベントリおよび物理的アーキテクチャ。 

 

将来のアーキテクチャの確立 

将来のアーキテクチャ・フェーズでは、特定の技術的な推奨事項またはブループリントを示します。
このフェーズでは、リファレンス・アーキテクチャと設計パターンを使用します。情報管理におけ
るオラクルの長年の経験に基づき、オラクルのアーキテクトは、特定のオラクル製品機能を考慮し
ながら、さまざまなユースケースのベスト・プラクティスをピックアップできます。このホワイ
ト・ペーパーのセクション「オラクルのビッグデータ・プラットフォーム」では、おもな製品コン
ポーネントの概要を説明しています。また、次の2つのドキュメントでは、オラクルのリファレン
ス・アーキテクチャを詳しく説明しています。『インフォメーション・マネジメントとビッグデー
タ  リ フ ァ レ ン ス ・ ア ー キ テ ク チ ャ 』 （ 30 ペ ー ジ ） お よ び 『 Oracle Reference Architecture 
Information Management』（200ページ）。このセクションでは、情報環境を統一するためにブ
ループリントを確立する必要性について説明します。 

 

過去の教訓の活用 

多くの組織では、数多くの異種データソースにデータが配置されています。アナリストは、データの
分析よりも、データの検出、収集、処理に多くの時間をかけています。多くの組織で、データの品質、
アクセス、およびセキュリティが非常に重要な課題となっています。アナリストが直面しているもっ
とも一般的な課題は、複数のシステムにわたるデータ収集と、データのクリーニング、調整、統合と
いう各タスクです。アナリストがかけている時間の80%がデータ準備の作業であると推定されていま
す。アナリストが、この時間を新たな洞察を得るために使えるとしたら、どうでしょうか。 

The Data Warehouse Institute（TDWI）によると、データウェアハウス・アーキテクチャは、拡張
されたデータウェアハウス環境の物理レイヤー内での、より多様なデータ・プラットフォームと関
連ツールに移行する傾向があるとのことです。一元化された物理的なデータウェアハウスという戦
略には明らかにメリットがありますが、ますます多くの組織が、さまざまなデータベース、リレー
ショナル、NoSQL、およびHDFSが混在するデータ・レザボアで構成された、論理的なデータウェ
アハウスを確立することに目を向けています。 

論理アーキテクチャは、ツールによってスキーマ・マッピング、競合解消、および自律的なポリ
シー適用を実行する、自動化されたデータ・フェデレーションとデータ仮想化によって支えられて
います。成功を得るには、おもにビジネス構造に基づいた、的確な論理設計が必要です。オラクル
の経験では、最大の成功が得られるのは、論理設計がおもにビジネスに基づいている場合です。論
理設計がビジネス構造、おもなビジネス・プロセス、および顧客、製品、財務などの重要な側面に
関するビジネス定義に基づいている必要があります。 

複雑さに圧倒されずに、マルチ・プラットフォームのデータ環境を設計することが重要です。適切
なアーキテクチャ設計によって複雑さを回避できます。そのため、多くのユーザー組織では、マル
チ・プラットフォームの物理計画をクロス・プラットフォームの論理設計と併用し、新しい時代の
ビッグデータと分析ソリューションをもたらす新しいデータ・プラットフォームおよびアーキテク
チャとしています。 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/bigdata-appliance/overview/bigdatarefarchitecture-2297765-ja.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/bigdata-appliance/overview/bigdatarefarchitecture-2297765-ja.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/topics/entarch/oracle-ra-info-mgmt-r3-1-1980395.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/topics/entarch/oracle-ra-info-mgmt-r3-1-1980395.pdf


 

21 | オラクル・エンタープライズ・アーキテクチャ ホワイト・ペーパー — エンタープライズ・アーキテクトのビッグデータ・ガイド 
 

以下に、このハイブリッド・プラットフォームを構築するためのガイドラインを示します。 

» 論理レイヤーを定義し、目的、ビジネス領域、および既存環境に基づいてデータ資産を体系
化してモデル化します。 

» ITベースの取組みとユーザーベースの取組みの両方がサポートされるように、テクノロジー
およびレイヤーを統合します。 

物理環境の数と運用の複雑さを軽減できるように、妥当な箇所を統合し、アクセスをできる
限り仮想化します。 

以下の論理アーキテクチャは、ビッグデータで必要となるブループリントを示しています。デー
タ・レザボア、ディスカバリ・ラボ、および連続したデータ・ステージング・レイヤーが含まれて
おり、これらによって生データを保護し、必要なデータのアクセスを実現します。 

 

図5：オラクルの情報管理リファレンス・アーキテクチャ：情報変換とステージング・レイヤー 

以下に、情報管理プラットフォームのおもなデータ・ステージング・レイヤーを示します。 

»  生データ・レザボア・レイヤー：保管中の生データが配置される場所です。 

» ファンデーション・レイヤー：過去データの管理が原子レベルで行われます。包括的なビ
ジョンによる、プロセスに依存しないエンタープライズ・データ・モデルです。 

» アクセス/パフォーマンス・レイヤー：分析レイヤーとも呼ばれ、ビジネス/機能固有のモデ
ル、スナップショット、集計、およびサマリーが伴います。 

» ディスカバリ・ラボ・サンドボックス：ユーザーに大幅な自律性が付与され、データ探索が
実行されます。 

各レイヤーへのデータ資産の配置について、慎重に考慮して判断する必要があります。考慮する要
素には、データ・サブジェクト・エリア、データの詳細レベルと粒度レベル、および時間関連性レ
ベル（運用データなのか過去のデータなのか）が含まれます。特に、データと情報の消費について
重点的に考慮する必要があります。これらのレイヤーは、もっとも効果的な統合機能、パフォーマ
ンス特性、およびセキュリティ対策を備え、さまざまなタイプのデータ・ストレージと取得メカニ
ズムに対応します。 

オラクルは、次の資産を開発することで、計画された将来を設計および評価するのを支援できます。 

» 将来のアーキテクチャ・アーチファクト 

» 現在と将来の間に存在する、アーキテクチャ上のギャップ 

» アーキテクチャに関する推奨事項と、これらの推奨事項の費用対効果分析 
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戦略的ロードマップの決定 

ロードマップ・フェーズでは、将来のアーキテクチャに向けて進化する、進行型の計画を作成しま
す。ロードマップの基本原則には、ビジネス価値を提供し、最終的に当初のビジネス期待に応える
ように設計された、技術面のマイルストーンと技術面以外のマイルストーンが含まれます。 

企業によってビッグデータのレベルや分析成熟度は異なりますが、ほとんどの企業がこの新しいデー
タの収益化を望んでいるとも言われています。例として、きめ細かいマーケティングによって顧客の
親近感を高めて収益を向上したり、ソーシャル・メディアの感情やテキストを解釈したり、モバイ
ル・デバイスでジオフェンシングを行ったり、サービス要求が製品から自動的に実行されるようにす
るなどが挙げられます。ただし、ユースケースを実用化できるようになるまで、迅速に対処するには、
現在の情報アーキテクチャを把握し、新しいテクノロジーで必要となるスキルを身につける必要があ
ります。期待されるメリットが魅力的であるため、企業では分析機能を強化することに意欲的です。
以下の図は、ビジネス分析機能を長期的に強化する段階的なアプローチを示しています。 

 

図6：分析成熟度を高めるための段階的なアプローチ 

ビッグデータに初めて取り組む場合は、まず、どのビジネス領域に最初に投資するのか、およびこ
れらの機能をどのように構築するのかを判断する必要があります。一般的に、ビジネスの優先順位、
認識されている価値と投資回収、有益な洞察を生み出すために必要な過去のデータソースの利用可
能性、および十分な分析スキル・レベルに基づいて、十分に成長しており成功が見込めるビジネス
領域を選択します。アーキテクトの場合、もっとも一般的なアクティビティには、ユースケースの
開発と優先順位付け、ユースケースをいくつか使用した概念実証、既存のデータウェアハウスを補
完する小規模なHadoopクラスタまたはNoSQLデータベースの構築、データ検出機能の開始による
ビジネス・メリットの提示などがあります。重要なことは、段階的に少しずつ進め、将来のアーキ
テクチャ全体を把握し、開発期間を短縮するよう注力し、オープンソースのアーキテクチャと機能
を常に採用できるようにしておくことです。 

新しいプロセスとテクノロジーの信頼度が増すにつれ、運用規模を拡大することを期待できるよう
になります。取り込まれるデータソースが増えるにつれ、プラットフォーム全体の拡張が必要にな
ります。これらのコンポーネントの統合（RDBMSとHDFSの統合など）は、成功するために重要で
す。データ検出は企業規模となってきており、広く行われるようになっています。このフェーズは、
データと分析がサービスとして成熟するフェーズです。 
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最終的に、データ取得とデータ品質のメカニズムを習得し、データをビジネス・プロセス、ダッ
シュボード、およびディスカバリ・ラボに統合したら、ビジネスが分析主導型に再編成されます。
この強固な基盤により、最先端のソリューションを導入して新しい分析手法を活用する準備がすべ
て整います。 

オラクルは、以下を盛り込んだロードマップを作成するのを支援できます。 

» 現在の状態と将来の状態の間に存在する、アーキテクチャ上のギャップ 

» これらのギャップを埋める際の費用対効果分析 

» ロードマップの各フェーズで得られる価値の最大化 

» リスクとコストの最小化 

» すべてのフェーズにおけるテクノロジー依存関係の検討 

» ビジネスの新しい優先事項および変化するテクノロジーへの柔軟な適応 

ガバナンスの実装 

ガバナンス・フェーズは、期待される将来のアーキテクチャへの移行を確実に成功させるために設
計されます。ガバナンスに対処するための秘訣は、全体的なビジネス目標、アーキテクチャ原則、
およびロードマップにわたって整合性を確保することです。OADPは、これを念頭に置いて設計さ
れています。ただし、ビッグデータ分析では、データ・ガバナンスに関して、この整合性以外にも
注意すべきことがあります。 

Daniel J. Boorstinが述べているように、「発見を妨げる最大の障害は、無知ではなく、知っている
と錯覚すること」です。マシン学習、データ・マイニング、および他の高度な分析の普及に伴い、
IDCは、"コグニティブ・コンピューティング、ルール管理、分析、バイオメトリック、リッチ・メ
ディア認識ソフトウェア、および商用のハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラスト
ラクチャを組み合わせて利用する、意思決定ソリューションと自動化ソリューションが急増する"と
予測しています。 

そのため、ビックデータのコンテキストでは、データ・ガバナンスにおいて、どのような場合に自
動化された意思決定が適切であるのか、およびどのような場合に人的な介入や解釈が必要となるの
かを判断することに重点を置く必要があります。ユーザー感情データに厳格なデータ精度ルールを
適用すると、有益な情報が大幅に取り除かれてしまう可能性がありますが、データ標準と一般的な
定義は不正検出シナリオに引き続き重要です。品質標準は、消費の性質に基づいたものである必要
があります。つまり、対象となるデータ・タイプや情報消費の性質にデータ・ガバナンスの焦点が
妥当であり、アプローチを適応できる必要があります。 

スタッフとスキル 

ビッグデータと分析を成功に導くために必要となるのは、テクノロジーの習得だけではありません。
データを有効に活用するためには、分析に基づいてコミュニケーションする能力を高める必要があ
ります。つまり、ビジネスの問題をデータのコンテキストで明確にしてから、統計モデリングを適
用し、結果を把握し、改良を加える必要があります。 

成功するためには、チームのスタッフが多様であり、適切に編成されていることが重要となります。
ただし、"スキルのギャップ"は、新しいデータと分析プラットフォームで成功する上で、最大の障
壁の1つとなっています。米国労働統計局、米国勢調査局、Dun & Bradstreet、McKinsey Global 
Instituteの分析などのさまざまなソースで、2018年までに米国内で高度な分析スタッフの需要が現
在の供給よりも50～60%増加すると述べています。TDWIによると、ビッグデータと分析に投資して
いる組織の大半が、既存のスタッフのスキル向上や新しい分析スタッフの採用を通じて分析力を高

http://www.brainyquote.com/quotes/quotes/d/danieljbo175243.html%23SAFPDrgKQsEiTQ8m.99
http://www.mckinsey.com/insights/business_technology/big_data_the_next_frontier_for_innovation
http://www.mckinsey.com/insights/business_technology/big_data_the_next_frontier_for_innovation
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めることを予定しています。 

ビッグデータ・ソリューションをサポートするために通常必要となる新しい役割や責務には、次の
ようなものがあります。 

ビッグデータの役割と責務 

役割 責務 

ビッグデータ推進者 ビッグデータと分析は強力なビジネス・リソースであり、ビッグデータの利用を推進および監督するリーダーが

必要です。推進者は通常、早期に IT 部門から選出されます。ただし、ビッグデータの視点がテクノロジーから

新しい市場戦略やビジネス・モデルを可能にするビジネス・イネーブラに移るにつれ、ビッグデータ・イニシア

チブのオーナーシップがマーケティングや製品開発の役員に移ります。 

情報アーキテクトとエンタープ

ライズ・アーキテクト 
データウェアハウスがなくなったり、データ品質、統合、およびメタデータに対するニーズがなくなったりする

ことはありません。むしろ、ビッグデータと分析は、既存の情報アーキテクチャの拡張部分となってきていま

す。情報アーキテクトは、今や多様な情報資産と関連ツールで構成されるようになったエコシステムを設計およ

びサポートする課題に直面します。エンタープライズ・アーキテクトは、情報アーキテクトとの共同作業を通じ

て、ビッグデータのサイロが生じない、拡張された情報アーキテクチャ機能を実装するクロス・プラットフォー

ム設計を開発する必要があります。 

データ・サイエンティスト データ・サイエンティストは、利用可能なデータを用いてビジネスの問題を解決するために、科学的手法を使用

する必要があります。データ・サイエンティストは、データを取得し、統計モデリングと統計分析を適用し、結

果を解釈し、データ結果の意味をアプリケーションと予測に反映させます。 

ビジネス・アナリスト ビジネス・アナリストは、ビジネス知識を活用し、データ・サイエンティストがビジネス・コンテキストを把握

したり、ビジネス部門が分析結果を把握したりするのを支援します。データやモデルが高度になるにつれて、こ

の 2 つを組み合わせる必要性がさらに大きくなります。 

Hadoop 管理者 Hadoop ディストリビューションおよびプラットフォームの管理を担当する管理者のことです。 

Java/Hadoop のプログラマー ビッグデータ・プラットフォームをサポートするために必要となる、MapReduce コード、PIG、およびその他

の言語の記述経験が豊富な Java/Hadoop のプログラマーのことです。 

 

最大限の効果を得るためには、ビッグデータ・チームが共通の目標でつながっている必要がありま
す。組織の新しいベスト・プラクティスとして、コミュニケーションとコラボレーションの促進や
生産性の大幅な向上を組織に代わって推進する、ビッグデータと分析の研究拠点（COE）を設置す
ることが挙げられます。COEは、分析専門家と分野専門家（前述の役割）からなる機能横断型チー
ムであり、分析イニシアチブを計画して優先順位付けし、これらのイニシアチブを管理およびサ
ポートし、情報と分析のベスト・プラクティスの幅広い利用を企業全体で促進します。通常、ビッ
グデータと分析フレームワークのすべての側面について、COEが直接オーナーシップを持つことは
ありません。代わりに、COEは、インフラストラクチャとサポートおよびガバナンスの両方の観点
から、戦略的なイニシアチブ、企業のイニシアチブ、および事業部門のイニシアチブを調整および
遂行します。COEを設置している組織では、おもに次のようなメリットが得られます。 

» 多様なデータ・サイエンス領域の専門家のクロストレーニングを行う 

» データ・サイエンティスト/ビジネス・アナリストの調整 - 反復プロセスにかかる期間を短縮
するために、高度な分析専門家に対し、ビジネスに精通した領域専門家と連携できるフォー
ラムを提供する 

» 組織の利益となるようにリソースを動員し、企業中心のイニシアチブと特定の事業部門の両
方に柔軟かつ幅広く対応する 

» 最終的に、分析主導型の意思決定と継続的な学習の価値が評価されるように、組織の文化を
変革させる 
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ビッグデータ・リファレンス・アーキテクチャの概要 

従来の情報アーキテクチャ機能 

ビッグデータの高レベルのアーキテクチャを把握できるよう、まず、適切に形成された、構造化
データの論理情報アーキテクチャについて説明します。次の図は、統合（ELT/ETL/チェンジ・デー
タ・キャプチャ）手法を用いてデータをDBMSデータウェアハウスまたはオペレーショナル・デー
タ・ストアに転送した後で、データを把握するためにさまざまな分析機能を利用できる、2つの
データソースを示しています。利用できる分析機能には、ダッシュボード、レポート、EPM/BIアプ
リケーション、サマリーと統計の問合せ、テキスト・データの意味解釈、および高密度データの可
視化ツールなどがあります。さらに、複数のプロジェクトに監視や標準化を適用し、情報アーキテ
クチャ機能を完成させてエンタープライズ・レベルで管理している組織もあります。 

 

図7：従来の情報アーキテクチャ・コンポーネント 

おもな情報アーキテクチャ原則として、価値、コスト、およびリスクの観点でデータを資産として
扱うことと、データのタイムライン、品質、および精度を確保することが挙げられます。また、エ
ンタープライズ・アーキテクチャの監視責任として、研究拠点を利用した標準の管理とトレーニン
グを含め、バランスの取れたガバナンス・アプローチを確立して維持することが挙げられます。 

ビッグデータ機能の追加 

ビッグデータ・アーキテクチャを特徴づける処理機能は、量、速度、多様性、および価値の各要件
に対応するものです。これらの大規模データセットを解析するために、独自の分散型（複数ノード）
パラレル処理アーキテクチャが作成されています。リアルタイムのストレージ要件とバッチ処理の
ストレージ要件では、テクノロジー戦略が異なります。NoSQLなどのリアルタイムのキー/バ
リューデータ・ストアでは、高パフォーマンスの索引ベースの取得が可能です。バッチ処理では、
特定のデータ検出戦略に従って、"MapReduce"と呼ばれる手法でデータをフィルタリングします。
フィルタリングしたデータを検出したら、このデータを直接分析するか、他の非構造化データベー
スや半構造化データベースにロードするか、モバイル・デバイスに送信するか、または従来のデー
タウェアハウス環境にマージして構造化データに関連付けることが可能です。 

 

図8：ビッグデータの情報アーキテクチャ・コンポーネント 
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新しい固有のデータ型から意味を抽出したり、大量のデータ全体で単純な統計上の関連性を検出した
りする、さまざまな新しい分析機能を利用できます。また、分析スループットが変換、統合、および
保存の各アーキテクチャ（リアルタイムのイベントやほぼリアルタイムのイベント、非定型の視覚的
な探索、多段階の統計モデルなど）に影響しますが、それでもなお、ビジネス・インテリジェンスの
レポート機能、統計機能、セマンティック機能、関連付け機能に対する既存の投資とスキルを活用す
るために、MapReduce処理後に"処理結果"をデータウェアハウスや専用の分析環境に移動するのが一
般的です。必要に応じてプロビジョニングやプロビジョニング解除を迅速に実行できるよう、専用の
分析環境（ディスカバリ・ラボやサンドボックスとも呼ばれます）が設計されています。 

企業のHadoop導入でみられる障壁の1つに、既存のBIエコシステムとの統合が欠けていることが挙
げられます。そのため、一般的なビジネス・ユーザーや役員は分析を利用できません。従来のBIエ
コシステムとビッグデータ・エコシステムが分離されていると、期待されている付加価値のある分
析は利用できません。また、複数の独立したビッグデータ・プロジェクトでは、投資が重複するリ
スクがあります。このことは、知識の豊富なスタッフが不足している場合に特に問題となります。 

統合型のリファレンス・アーキテクチャ 

このような考え方について理解を深めることができるように、統合型の情報アーキテクチャについ
て説明します。 

以下に、おもなコンポーネントとフローが含まれた、オラクルの情報管理アーキテクチャを示します。
注目すべき点は、新しいデータと従来のデータがさまざまな形式で収集されるのと並行して、ディス
カバリ・ラボが分離および統合されることです。詳細については、リファレンス・アーキテクチャの
ホワイト・ペーパーを参照してください。ホワイト・ペーパーを参照するには、こちらをクリックし
てください。オラクル製品の対応付けについて、詳しくはこちらをクリックしてください。 

 

図9：統合型の情報管理とビッグデータを実現するオラクルのビッグデータ・プラットフォームの概念モデル 

以下に、これらのおもなコンポーネントの説明を示します。 

» イベント・エンジン：このコンポーネントは、動的なデータを処理して実行可能なイベントを
特定し、意思決定に関連する関係情報とイベントのプロファイル・データに基づいて、次に行
うべき最適なアクションを特定し、永続的ストレージ・システムにこれらの情報を格納します。
意思決定に関連する関係情報には、データ・レザボアまたは他のエンタープライズ情報ストア
のデータが使用されます。 

http://www.oracle.com/technetwork/database/bigdata-appliance/overview/bigdatarefarchitecture-2297765.pdf
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» データ・レザボア：経済的なスケールアウト型ストレージであり、厳格な正規化やモデリング
が必要とされないデータに対してパラレル処理を行います。一般に、Hadoopクラスタまたはリ
レーショナル・データベースのステージング領域として使用されます。 

» データ・ファクトリ：データ・レザボアとエンタープライズ情報ストアに移動されるデータの
管理、およびこの2つのコンポーネント間のデータのオーケストレーションを行います。また、
俊敏に探索できるよう、ディスカバリ・ラボにデータを迅速にプロビジョニングします。 

» エンタープライズ情報ストア：正規化およびモデル化されたビジネス・クリティカルな大規模
データ・ストア。一般に、データウェアハウスやデータ・マートとして使用されます。 

» レポート：ビジネス・インテリジェンス・ツール、ファセット・ナビゲーション・ツール、お
よびデータ・マイニング分析ツール（ダッシュボード、レポート、モバイル・アクセスなど）。
タイムリーかつ正確なレポート作成を実現します。 

» ディスカバリ・ラボ：新しい知識の探索を促進するために日々のデータ処理から分離された、
一連のデータ・ストア、処理エンジン、および分析ツール。新しいデータを任意のソースから
ディスカバリ・ラボにプロビジョニングする機能を備えています。 

データ・フローを遂行（日々の業務に関連する支援タスクと情報提供タスク）と革新（ビジネスに
新たな洞察を反映させるタスク）に分割すると、これらのコンポーネントの相互作用とソリュー
ションへの組込みをさらに簡素化できます。横線で示した境界の両側にソリューションを配置する
と、セキュリティ、ガバナンス、およびタイムラインのシステム要件を考慮するのに役立ちます。 

データ・フローに関するその他のコメント： 

 
「実際の状況は、適切に定義された状況よりも複雑であることが多いため、Hadoopとリレーショナ

ル・データベース間のデータ・フローを1本の直線ではなく複数の円や円弧で表すというのは、よ
くあることです。たとえば、Hadoopクラスタでは、データの前処置ステップが行われてから、
データがRDBMSに転送されます。その後、頻繁なトランザクション・ダンプを受け取り、このトラ
ンザクション・ダンプを用いて集計が作成され、データベースに転送されます。 

特定のしきい値よりも古くなったデータは、データベースから削除されますが、アーカイブの目的
でHadoopに保持されます。状況に関係なく、データをHadoopからリレーショナル・データベース
に転送し、再度Hadoopに転送する機能は、HadoopをITインフラストラクチャに統合するための重
要な側面です」 

 
出 典 ： 『 Hadoop Beginner's Guide 』 Chapter 9:Working with Relational Databases 、 Packt 
Publishing、2013年、Web ISBN-13:978-1-84951-731-7 

   

http://techbus.safaribooksonline.com/book/databases/hadoop/9781849517300/hadoop-beginner-s-guide/ch09_html?uicode=oracle
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エンタープライズ情報管理機能 

統合型の情報管理プラットフォームに対する理解を深めることができるよう、以下にオラクルの包
括的な機能マップを示します。 

 

図10：オラクルの統合型情報管理機能 

これらの機能は、図の左側から始まります。 

さまざまなデータ型を取得するときに（「取得」部分）、これらのデータをメモリ・プロセスに直
接書き込む（リアルタイム）か、メッセージ、ファイル、またはデータベース・トランザクション
としてディスクに書き込むことができます。データを取得したら、データの保存先を複数の中から
選択できます。ファイル・システム、従来のRDBMS、またはNoSQLやHadoop分散ファイル・シス
テム（HDFS）などの分散型のクラスタ・システムにデータを書き込むことができます。非構造化
データを迅速に評価するには、MapReduce（Hadoop）をバッチで実行するか、またはMapReduce

（Spark）をメモリ内で実行する手法が一般的です。リアルタイムのストリーミング・データには、
他の評価オプションも使用できます。 

中央の統合レイヤー（「体系化」部分）は広範であり、取得、データ・レザボア、データウェアハ
ウス、および分析にオープン・アーキテクチャを利用できます。このレイヤーはすべてのデータ型
およびデータ領域にわたり、従来のデータ取得/処理環境と新しいデータ取得/処理環境の間の双方
向のギャップに対処します。もっとも重要なのは、このレイヤーが、膨大な量、卓越した速度、
データ型の多様性、および分析による価値の検出という4つのVの要件に対応している点です。また、
このレイヤーはデータ品質サービスを提供し、メタデータを保持し、変換の系統を追跡します。 

ビッグデータの処理出力は、低密度データから高密度データに変換されると、ファンデーション・
データ・レイヤー、データウェアハウス、データ・マート、またはデータ・ディスカバリ・ラボに
ロードされるか、レザボアに戻されます。重要なこととして、ディスカバリ・ラボには、データ・
レザボア、イベント処理、およびデータウェアハウスへの高速接続が必要です。これらのすべての
理由から、InfiniBandなどの高速ネットワークでデータ転送を行います。 
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次のレイヤー（「分析」部分）では、さらに分析を行うために、MapReduceの結果がビッグデータ
処理出力からデータウェアハウスにロードされます。レザボアとデータウェアハウスの両方で分析
を"インプレース"で実行できるため、分析処理をソース・システムで実行でき、データを別の分析
環境に移動する追加のステップが不要になります。SQL分析機能を使用すると、単純な分析問合せ
と複雑な分析問合せを最適に実行でき、データ・ストアごとに独立して問合せを実行したり、複数
の別々のシステムに対して1つの問合せを実行し、これらの結果を統合したりできます。 

このレイヤーではさまざまなパフォーマンス・オプションが用意されており、パフォーマンスを数
桁向上させることも可能です。データウェアハウスにOracle Exadataを利用すると、フラッシュ・
メモリ、列指向データベース、インメモリ・データベースなどを用いて処理を強化できます。また、
ディスカバリ・ラボの重要な機能として、応答型の調査環境をサポートする、ファセット・ナビ
ゲーションと呼ばれる高速かつ強力な検索機能があります。 

ビジネス・インテリジェンス・レイヤー（「意思決定」部分）は、対話型のリアルタイムのデー
タ・モデリング・ツールを備えています。大量のデータを配置したままで、これらのツールを用い
てデータの問合せ、レポート、およびモデリングを実行できます。これらのツールは、レポート、
ダッシュボード、アラート、問合せなどの従来のコンポーネントに加えて、高度な分析、データ
ベース内およびレザボア内の統計分析、および高度な可視化を備えています。 

ガバナンス、セキュリティ、および運用管理においても、すべての範囲のデータと情報がエンター
プライズ・レベルで対処されます。 

統合型のアーキテクチャでは、ビジネス・ユーザーと分析ユーザーが豊富かつ高品質のデータを利
用できます。データを利用する準備が整ったら、これらのユーザーがさまざまなデータセットや情
報セットにアクセスし、仮説をテストし、パターンを分析し、情報に基づいた意思決定を行うとき
に、データおよび分析フローはシームレスに機能します。 

ビッグデータ・アーキテクチャ機能 

ここでは、いくつかのApacheプロジェクト（www.apache.org）とオラクルのビッグデータ製品に
ついて概要を説明します。完全な製品一覧は、オラクルのビッグデータ・プラットフォーム製品の
表に含まれています。この表を参照するには、こちらをクリックしてください。 

取得機能 

データをビッグデータ・プラットフォームに取り込むには、さまざまな方法があります。 

Apache Flume（詳細については、こちらをクリック） 

» 大量のログ・データやその他のデータを効率的に移動する、高い信頼性と可用性を備えた分
散型サービス。 

» データの取得と処理を非同期に実行。データ・イベントが問合せ（チャネル）でデータを取
得し、データ利用側がイベント（シンク）に対してオンデマンドでデキューを実行します。
データ利用後は、元のキューのデータが削除され、アーカイブの目的で別のログまたはHDFS
にデータが書き込まれます。 

» キューを（シンクからチャネルに）関連付けて、100%のリカバリ可能性で複数の状態を通し
てデータの信頼性を向上。 

» データをファイル・システムまたはインメモリで処理可能。ただし、インメモリの処理はリ
カバリ不可能です。 

Apache Storm（詳細については、こちらをクリック） 

»クラスタ内のすべてのマシンで実行される、リアルタイムの分散型パラレル処理計算システム。 

https://flume.apache.org/
https://storm.apache.org/
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» トポロジがデータ・ストリームを利用し、複雑な方法で任意に処理して、計算の段階ごとに
ストリームを再パーティション化。 

» ユースケース：リアルタイム分析、オンライン・マシン・ラーニング、連続的な計算、分散
型のRPC、ETLなど。 

Apache Kafka（詳細については、こちらをクリック） 

»  パブリッシュ・サブスクライブ型のメッセージング・システム。 

» データ損失を防ぐため、メッセージは即座にファイル・システムに書き込まれ、クラスタ内
にレプリケート。 

» メッセージは、読み取られても削除されず、構成可能なSLAに保持。 

»1つのクラスタが中央のデータ・バックボーンとして機能し、停止時間なしに柔軟に拡張可能。 

Apache Spark Streaming（詳細については、こちらをクリック） 

» Spark Streaming：Spark StreamingはSparkの拡張機能。大規模なストリーミング処理を実行
できるようSparkを拡張したもので、100ノードにまで拡張でき、秒単位の拡張待機時間を達
成します。Spark StreamingはJavaとScalaの両方をサポートしているため、Scala/Javaプログ
ラミング言語で関数を使って、特に、ストリームを容易にマップ、フィルタリング、結合、
およびリデュースできます。Sparkのバッチ処理および対話型処理と統合されており、また、
ノード障害と遅いノードの両方からリカバリできる、バッチ・システムに似たフォルト・ト
レランスも確保されています。さらに、Spark Streamingは、バッチ・ジョブまたは非定型問
合せで計算された過去のデータをデータ・ストリームと組み合わせることが必要なアプリ
ケーションをサポートしており、強力なリアルタイム分析環境を提供します。 

Oracle Event Processing（詳細については、こちらをクリック） 

»  複数のイベント・ストリームを処理してパターンと傾向をリアルタイムに検出。 

» スタンドアロン、SOAスタックに統合、組込みJavaで軽量化という、柔軟なデプロイメン
ト・オプションを提供。 

» Oracle Business Activity Monitoringとのシームレスな統合により、新たなビジネス・チャン
スの把握やリスクの軽減が可能に。 

» 下流のアプリケーション、サービス指向アーキテクチャ、イベント駆動型アーキテクチャに
おいて真のリアルタイム・インテリジェンスの活用を実現。 

Oracle GoldenGate（詳細については、こちらをクリック） 

» ログに基づいて変更データを取得、配布、変換、提供。 

» 複数の異種データベースとオペレーティング・システムをサポート。 

» 距離に制限のない双方向レプリケーションを実行。 

» トランザクションの整合性を確保。 

» 信頼性の高いデータ配信と、システム停止後の高速リカバリを実行。 

ストレージおよび管理機能 

Hadoop分散ファイル・システム（HDFS）：（詳細については、こちらをクリック） 

» Apacheオープンソースの分散ファイル・システム。 

» 高パフォーマンスの汎用ハードウェアで実行することを想定。 

https://kafka.apache.org/
https://spark.apache.org/streaming/
http://www.oracle.com/jp/products/middleware/soa/event-processing/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/products/middleware/data-integration/goldengate/overview/index.html
http://hadoop.apache.org/
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» スケーラビリティに優れたストレージとして知られており、3つのノード間でデータ・レプリ
ケーションを自動的に実行することでフォルト・トレランスを実現。 

» 3つのノード間でデータ・レプリケーションが自動的に実行されるため、バックアップが不要。 

» 書込みは1回で、読取りは何度でも可能。 

Cloudera Manager：（詳細については、こちらをクリック） 

» Cloudera Managerは、Cloudera's Distribution including Apache Hadoop用のエンド・ツー・
エンドの管理アプリケーション。 

»Cloudera Managerでは、実行中のノードとサービスをクラスタ全体でリアルタイムに監視し、
クラスタの設定変更を1か所から実行可能。クラスタのパフォーマンスや利用を最適化するの
に役立つ幅広いレポート・ツールや診断ツールも装備。 

データ管理機能 

Oracle NoSQL Database：（詳細については、こちらをクリック） 

» 動的かつ柔軟なスキーマ設計。高パフォーマンスなキー/バリューペアのデータベースです。
キーとバリューのペアは、事前定義のスキーマの代わりとなります。予測不能な動的データに
使用されます。 

» 行/列構造なしに、データを効率的に処理可能。メジャー・キーとマイナー・キーのパラダイ
ムにより、1回のAPI呼出しで複数のレコードを読み取ることが可能です。 

» スケーラビリティに優れた複数ノード、複数データセンター、フォルト・トレラント、ACID
操作。 

» シンプルなプログラミング・モデル、ランダムな索引読取りと書込み。 

» "SQLだけでなく"、Java APIなどのデータにアクセスするための、シンプルなパターン問合せ
とカスタム開発ソリューション。 

Apache HBase：（詳細については、こちらをクリック） 

» ランダムなリアルタイムの読取り/書込みアクセスが可能。 

» 読取りと書込みの完全な一貫性を確保。 

» 自動かつ構成可能な表シャーディング。 

» リージョン・サーバー間の自動フェイルオーバー。 

Apache Cassandra：（詳細については、こちらをクリック） 

» ログ構造の更新、マテリアライズド・ビュー、組込みキャッシュで高いパフォーマンスを発
揮する列索引をデータ・モデルに装備。 

» すべてのノードにフォルト・トレランス機能を設計し、複数のデータセンターにわたるレプ
リケーションが可能。 

» 更新ごとに同期レプリケーションまたは非同期レプリケーションを選択可能。 

Apache Hive：（詳細については、こちらをクリック） 

» Apache HDFSまたは他のデータ・ストレージ・システム（Apache HBaseなど）に格納された
ファイルから、ツールを使ってデータを容易に抽出/変換/ロード（ETL）。 

» データ自体を格納するのではなく、Apache HDFSやApache HBaseのデータ・アクセスを記述
したメタデータのみ格納。 

http://www.cloudera.com/
http://www.oracle.com/us/products/database/nosql/overview/index.html
http://hbase.apache.org/
http://cassandra.apache.org/
http://hive.apache.org/
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» HiveQLと呼ばれる、SQLに似た単純な問合せ言語を使用。 

» MapReduceにより問合せを実行。 

処理機能 

MapReduce/MapReduce 2： 

» 2004年にGoogleによって定義。（原文については、こちらをクリック） 

» 問題を複数の小さい問題に分割。 

» データ・ワークロードを数千ものノードに分散可能。 

» SQLおよびSQLベースのBIツールを使用して公開可能。 

Apache Hadoop： 

» MapReduce/MapReduce 2の代表的な実装。 

» スケーラビリティに優れたパラレル・バッチ処理。 

» インフラストラクチャを高度にカスタマイズ可能。 

» クラスタに複数のコピーを書き込むことで、フォルト・トレランスを確保。 

Apache Spark： 

» メモリ・ベースのMapReduce。HDFS上で直接またはHadoopを介して機能。 

» MapReduceよりも高速かつ表現が容易に。 

» リアルタイムのストリーミング・ワークロードが可能。 

データ統合機能 

Oracle Big Data Connectors 、 Oracle Loader for Hadoop 、 Oracle Data Integrator ： 
（Oracle Data IntegrationとOracle Big Dataについては、こちらをクリック） 

» MapReduceの結果をRDBMS、Hadoop、その他のターゲットにエクスポート。 

» Hadoopをリレーショナル・データベースに接続してSQL処理を実行。 

» MapReduceの結果を移動および変換するHiveスクリプトを生成する、グラフィカル・ユー
ザー・インタフェース統合デザイナを装備。 

» データのインポートとエクスポートをパラレルに実行することで、処理を最適化。 

» Oracle Big Data Applianceまたは汎用のHadoopクラスタにインストール可能。 

SQLデータ・アクセス 

Oracle Big Data SQL（詳細については、こちらをクリック） 

» 1回の最適化されたSQL問合せで、分散されたデータに対応。 

» Hadoop、NoSQL、Oracle Databaseなどの複数のデータソースをサポート。 

» 自動拡張可能なOracle Database外部表の生成機能を搭載。 

» HadoopでのSmart Scanにより、データ移動を最小限に抑えてパフォーマンスを最大化。 

» HadoopとNoSQLデータの高度なセキュリティを確保（リダクション、仮想プライベート・データ
ベース） 

http://research.google.com/archive/mapreduce-osdi04.pdf
http://www.oracle.com/jp/products/database/big-data-connectors/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/products/database/big-data-sql/overview/index.html


 

33 | オラクル・エンタープライズ・アーキテクチャ ホワイト・ペーパー — エンタープライズ・アーキテクトのビッグデータ・ガイド 
 

データ探索 

Oracle Big Data Discovery（詳細については、こちらをクリック） 

»  対話型の探索機能により、Hadoop、Hive、およびNoSQLのデータ読取りを実行。 

» 生データを数分でビジネス洞察に変換するようHadoop上にネイティブに構築された、使い
やすい単一製品。複雑な製品を習得せずに済み、高いスキルを備えたリソースも不要。 

統計分析機能 

オープンソース・プロジェクトRおよびOracle R Enterprise（Oracle Advanced Analyticsの一部）： 

» 統計分析用のプログラミング言語（プロジェクトRの詳細については、こちらをクリック）。 

» 高パフォーマンスのデータベース内統計分析を実行するSQL拡張として、Oracle Databaseに
導入（Oracle R Enterpriseの詳細については、こちらをクリック）。 

» Oracle R Enterpriseにより、既存のRスクリプトを変更せずに再利用可能。 

  

http://www.oracle.com/bigdatadiscovery
http://www.r-project.org/
http://www.r-project.org/
http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/options/advanced-analytics/r-enterprise/overview/index.html
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オラクルのビッグデータ・アーキテクチャの重要ポイント 

オラクルの製品機能について、さらに詳しく説明します。 

Oracle Big Data SQL 

Oracle Big Data SQLにより、アーキテクトは、データ・アクセス、データ移動、データ変換、およ
びデータ分析に関して意思決定を行う際に柔軟に対処できます。データ・プラットフォームごとに
固有のネイティブなデータ・アクセス手法を習得せずに、Big Data SQLによってオラクルの業界標
準SQLとのデータ・アクセスを標準化できます。また、数多くの高度なSQL分析機能、実行最適化、
セキュリティ機能も継承されます。Big Data SQLにより、データに分析をもたらすというビッグ
データの基本原則が確保されます。データの移動が低減されるため、分析結果が迅速に得られます。 

 

図11：ネイティブのアクセス手法が不要なBig Data SQLの図 

Oracle Big Data SQLは、Oracle Big Data ApplianceおよびOracle Exadata上で実行されます。Big 
Data SQLにより、1回のSQL問合せでHadoop、NoSQL、およびOracle RDBMSを結合できます。 

次のような仕組みになっています：Big Data SQLがHDFSメタデータ・カタログ（hcatalog）を参照し、
データの物理的な場所とデータ解析特性を検出します。外部データベース表を自動的に作成し、SQL
実行時に正しいリンクを指定します。これにより、Oracle Database内のネイティブ・データであるか
のように、標準のSQL問合せを使ってHadoop、Hive、およびNoSQLのデータにアクセスできます。 

 

図12：データソースを透過的に示すSQL結合を使用した、Big Data SQL実行の図 

http://www.oracle.com/jp/products/database/big-data-sql/overview/index.html
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Big Data SQLのおもなメリットは、次のとおりです。 

既存のSQLスキルの活用 

» ユーザーと開発者は、新しいSQLスキルを習得することなく、ビッグデータのデータとアプ
リケーションにアクセスできます。 

豊富なSQL言語 

» Big Data SQLは、Oracle Databaseに対応するOracle SQL言語と同様に、分析、統合、変換を
行うための多目的の問合せ言語です。Big Data SQLはOracle SQL機能のサブセットではなく、
オラクルのコアSQLエンジンの拡張機能であり、Oracle Big Data Appliance上でネイティブに
動作します。 

Oracle Smart Scan使用時に最適なパフォーマンスを発揮するように設計 

» Oracle Big Data ApplianceまたはOracle Exadataで使用する場合に、Oracle Smart Scanを使用
して最適なパフォーマンスで動作するように設計されています。SQL実行時に、Oracle Smart 
Scanを使用すると、目的のデータをストレージ・レイヤーでフィルタリングできるため、
バックプレーンやネットワーク・インターコネクト経由でコンピュート・レイヤーに転送さ
れるデータ量が最小限に抑えられます。 

探索の速度 

» 組織では、プラットフォーム間でデータのコピーまたは移動を行って、プラットフォームごと
に別々の問合せを作成し、得られた結果を関連付ける方法を考え出す必要がなくなりました。 

» Oracle Big Data Applianceに実装されているOracle Smart Scanテクノロジーにより、ローカ
ルのストレージ・システムからデータベース・キャッシュへのデータ転送が最小限に抑えら
れ、問合せのパフォーマンスが向上します。Oracle Smart Scanは、Oracle Exadataでも使用
されています。 

» SQL対応のビジネス・インテリジェンス・ツールとアプリケーションで、Hadoopおよび
NoSQLのデータソースにアクセスできます。 

ガバナンスとセキュリティ 

» Big Data SQLは、HadoopとNoSQLデータへの特権ユーザーのアクセスを制限するよう、リダク
ション、権限制御、仮想プライベート・データベースなどのOracle Databaseの高度なセキュ
リティ機能を拡張します。 
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データ統合 

データソースとアプリケーションの多様性がますます高まっており、そこから取得されるデータ量
が急増しているため（多くが高速のストリーミング）、組織では、ETL（抽出、変換、ロード）な
どの従来のデータ統合メカニズムを使用できません。ビッグデータには、ビッグデータのセットを
テラバイト単位やペタバイト単位で分析するように設計された、新しい戦略とテクノロジーが必要
です。このホワイト・ペーパーで先に説明したように、品質、ガバナンス、信頼性において、ビッ
グデータには従来のデータと同じ要件があります。 

オラクルの統合製品ファミリは、ほぼすべてのApacheビッグデータ・テクノロジーだけでなく、数
多くの競合他社製品もサポートしています。オラクルのコア統合機能は、統合オーケストレーショ
ン、データ品質、データ系統、およびデータ・ガバナンスを含め、データの移動と変換に関連する
全体的なインフラストラクチャをサポートしています。 

 

図13：オラクルのオープンな統合アーキテクチャ 

Oracle Big Data Connectors 

Oracle Big Data Connectorsは、Oracle RDBMSによって、HDFSデータベースやNoSQLデータベース
などのビッグデータ・プラットフォームに格納されたデータを統合できるようにし、大規模かつ多
様なデータセットを迅速にロード、抽出、変換、処理できるようデータ・アクセスを促進します。
Big Data Connectorsは、複雑なコードを記述せずにソースとターゲットをマップでき、さまざまな
統合ニーズをリアルタイムとバッチでサポートする、使いやすいグラフィカルな環境を提供します。 

Oracle Big Data Connectorsには、以下のものが含まれています。 

» Oracle SQL Connector for HDFS：Hadoop分散ファイル・システム（HDFS）に格納された
データにOracle Databaseからアクセスできます。データをHDFSに保持でき、Oracleデータ
ベースにロードすることも可能です。 

» Oracle Loader for Hadoop：コマンドライン・ユーティリティとして起動できるMapReduce
アプリケーションを利用して、HadoopクラスタからOracleデータベース内の表にデータを高
速に移動できます。 

» Oracle Data Integrator Application Adapter for Hadoop：グラフィカル・ユーザー・インタ
フェースを用いて定義された内容に基づいて、HadoopクラスタからOracleデータベース内の
表にデータを抽出、変換、およびロードします。 

http://www.oracle.com/jp/products/database/big-data-connectors/overview/index.html
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» Oracle R Connector for Hadoop：ローカルのR環境、Oracle Database、およびHadoop間のイ
ンタフェースを提供し、この3つのすべてのプラットフォームで思考速度の対話型分析を可能
にします。 

» Oracle XQuery for Hadoop：HDFSおよびHadoopパラレル・フレームワークへのネイティブ
なXQueryアクセスを提供します。 

Apache Flume 

Apache Flumeは、ストリーミング・システムやストリーミング・アプリケーションの大量のスト
リーミング・イベント・データを効率的に収集、集計し、Hadoopに移動する、信頼性と可用性に
優れた分散型サービスです。ストリーミング・アプリケーションの例として、アプリケーション・
ログ、GPS追跡、ソーシャル・メディアの更新、デジタル・センサーなどがあります。ストリーミ
ング・データ・フローに基づいた、シンプルかつ柔軟なアーキテクチャを備えています。チューニ
ング可能な信頼性メカニズムや、さまざまなフェイルオーバー・メカニズム、リカバリ・メカニズ
ムを備え、堅牢性と耐障害性に優れています。オンライン分析アプリケーションを考慮した、シン
プルかつ拡張可能なデータ・モデルを使用しています。 

アプリケーション・ログ、マシン・センサー、ソーシャル・メディアの更新などの動きの速いスト
リームをHadoop分散ファイル・システム（HDFS）で処理、格納するのに使用できる、複数のテクノ
ロジーが存在します。Flumeは、Java仮想マシン（JVM）の独自のインスタンス内にそれぞれ保持され
る、1つまたは複数のエージェントとしてデプロイされます。Flumeエージェントの3つのプラガブ
ル・コンポーネントであるソース、シンク、チャネルを使用し、stdoutの文字列からHTTPポスト、
RPC呼出しまでのすべてのイベントをリスニング（ソース）し、ソースからイベントを転送（チャネ
ル）し、出力をストレージに書き込む（シンク）ように、Flumeエージェントを構成できます。 

 

図14：Flumeのアーキテクチャ 

典型的なユースケースには、次のようなものがあります。 

» 感情分析とブランド評価 -- 金融サービス会社では、コール・センター、CRM、分岐処理、Web
アプリケーション、モバイル・アプリなどの各種アプリケーションにFlumeエージェントをデプ
ロイし、すべてのチャネルのデータをHDFSに転送し、洞察を得るためにこれらのデータ・スト
リームを分析しています。 

» 品質制御と生産改善 – 工場では、生産用の多数のマシンでログ・データが生成されます。メー
カーでは、Flumeエージェントをデプロイすることで、生産用のマシンからこれらのログ・ファ
イルを収集し、HDFSに格納しています。これらの大量のログ・ファイルを分析すると、潜在的
な問題を特定して品質管理を強化するのに役立つ、重要な情報が得られます。 

http://flume.apache.org/
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Apache Sqoop 

Sqoopは、Hadoopエコシステム（HDFS、NoSQLなど）と、リレーショナル・データベース
（Oracle、SQL Server、Teradata、MySQLなど）などの構造化データ・ストア間でバルク・データを

効率的に転送するために設計された、ビッグデータ統合ツールです。組織では、Sqoopをデプロイ
し、分析を行うために、本番データベースのデータをHDFSやHBaseにロードしています。また、ビ
ジネス洞察を分析するために、Sqoopのエクスポート・ジョブを使用してHDFSからデータセットを
エクスポートし、本番データベースにロードして、本番トランザクションと組み合わせています。 

Sqoopでは、データのインポートとエクスポートにMapReduceを使用するため、パラレル操作を実
行できるだけでなく、フォルト・トレランスも実現できます。Sqoopでは、RDBMSからHDFSに
データをインポートでき、CSVファイルまたはデータベースへの直接エクスポートの形態で、
HadoopからRDBMSにデータをエクスポートすることも可能です。インポート・プロセスへの入力
は、データベース表になります。Sqoopでは、表が1行ごとにHDFSに読み込まれます。このイン
ポート・プロセスの出力は、インポートされた表のコピーが含まれた一連のファイルになります。 

イベント処理 

Oracle Event Processingは、複雑なイベントを取得、処理、公開するための包括的なオープン・
アーキテクチャです。イベントのフィルタリング、関連付け、および処理をリアルタイムで実行で
きるため、下流のアプリケーションにおいて真のリアルタイム・インテリジェンスの活用を実現で
きます。Oracle Event Processingでは、受信ストリーム・イベントを永続データと結合できるため、
コンテキスト認識型のフィルタリング、関連付け、集計、およびパターン・マッチングを実現でき
ます。Oracle Event Processingは、大量のデータと高い即時応答ニーズが想定されるアプリケー
ション・コンテキストで非常に短い待機時間と高いスループットをサポートできます。 

Oracle Event Processingは、ANSI SQL、Java、Spring DM、OSGiなどの業界標準をサポートする
オープン・アーキテクチャに基づいています。Oracle Event Processingを使用すると、ビジュアル
な開発環境や標準のJavaベースのツールを用いてイベント処理ニーズに容易に対処できます。 

Oracle Event Processingのおもな機能には、次のようなものがあります。 

» スタンドアロンのデプロイ、SOAスタックでの統合、または組込みJavaで軽量化 

» 包括的なイベント処理問合せ言語により、標準的なSQL構文に基づいた、インメモリと永続
的な問合せ実行をサポート 

» 軽量なJavaベースのコンテナがランタイム環境に含まれており、最適化されたアプリケー
ション・スレッドとメモリ管理によって、ハイエンドなイベント処理のユースケースにス
ケーリング可能 

» インメモリ・グリッドおよびビッグデータ・ツールとの接続性が統合されており、エンター
プライズ・クラスの高い可用性、スケーラビリティ、パフォーマンス、信頼性を実現 

» Web 2.0の管理およびパフォーマンス監視用の高度なコンソール 

Oracle Event Processingは、幅広い業界や機能分野を対象とします。次に、いくつかのユースケー
スをご紹介します。 

» 通信業界：リアルタイムな通話詳細記録を監視し、DDoS（分散サービス妨害）攻撃を検出で
きます。 

http://sqoop.apache.org/
http://www.oracle.com/us/products/middleware/soa/event-processing/overview/index.html
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» 金融サービス業界：ミリ秒またはマイクロ秒単位で存在する裁定取引のチャンスを資本化で
きます。金融証券取引のリアルタイムなリスク分析、監視、報告、および外国為替価格の計
算を行うことができます。 

» 運送業界：出発地や到着地の都市の天候、地上クルーの作業、空港のセキュリティなどによ
り運航の問題が発生した場合、乗客に通知したり、荷物の場所を検出したりすることができ
ます。 

» 公共機関/軍隊：地理的に分散した敵の情報を検出し、抽出して、敵の攻撃の可能性が高い場
合を判断できます。また、該当するほとんどのリソースに対し、緊急事態への対応の警告を
出すことができます。 

» 保険業界：Oracle Real Time Decisionsと組み合わせて、不正請求の可能性を検出できます。 

» ITシステム：障害のあるアプリケーションやサーバーをリアルタイムで検出し、修正措置を
トリガーできます。 

» サプライ・チェーンと物流：出荷をリアルタイムで検出し、到着遅延の可能性を検出および
報告できます。 
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セキュリティ・アーキテクチャ 

疑いなく、ビッグデータ・エコシステムはセキュアである必要があります。オラクルの包括的な
データ・セキュリティ・アプローチは、社内外の適切なユーザーが適切なチャネルを利用して適切
なデータと情報に適切なタイミングと場所で確実にアクセスできるようにするものです。多層防御
のセキュリティが、運用中のデータと保管中のデータにセキュリティと暗号化を適用することで、
悪意のある攻撃を防ぎ、組織の情報資産を保護します。また、役割と責務を分離して、DBA管理な
どの特権ユーザーのアクセスが侵害されることなく、機密データを保護することもできます。さら
に、従来のデータ管理における監視、監査、コンプライアンスのレポートがビッグデータ・システ
ムに拡張されています。 

Oracle Big Data Applianceは、保管中のデータとネットワークの暗号化機能を備えています。また、
エンタープライズ・クラスの認証機能（Kerberos）、認可機能（LDAPおよびApache Sentryによる
保護）、および監査機能（Oracle Audit Vault and Database Firewall）も備えており、インストール
時に自動的にセットアップされるため、Hadoopを堅牢にするプロセスが大幅に簡素化されます。 

以下に、ビッグデータ・セキュリティ・アプローチの論理アーキテクチャを示します。 

 

図15：オラクルのビッグデータ・プラットフォームのセキュリティ・アーキテクチャ 

データ・セキュリティ機能の範囲は、次のとおりです。 

»  ユーザー、アプリケーション、データベースの認証および認可 

» 特権ユーザーのアクセスと管理 

» データ暗号化（Cloudera Navigator Encrypt）とリダクション 

» データのマスキングとサブセット化 

» 役割と責務の分離 

» トランスポート・セキュリティ 

» APIセキュリティ（Database Firewall） 

» データベース・アクティビティの監視、アラート、ブロック、監査、コンプライアンス・レ
ポート 
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ビジネス・インテリジェンス、情報検出、分析の比較 

ここ数年、数多くの分析ツールと可視化ツールが提供されています。適切な分析や適切なユーザー
ベースに適したツールを選択するためには、おもな機能の類似点と相違点を把握しておくことが重
要です。 

ビジネス・インテリジェンスと情報検出 

覚えておくべき重要な概念として、ビジネス・インテリジェンスと情報検索は対であることがあり
ます。ビジネス・インテリジェンスと情報検索はさまざまな問題を解決し、さまざまなタイプの価
値を生み出します。ビジネス・インテリジェンスは、既知の疑問に対して実証済みの回答を提供し
ます。情報検索は、新しい疑問に対して迅速に回答を提供します。ビジネス・インテリジェンス・
ツールで生成されるキー・パフォーマンス・インディケータ（KPI）、レポート、およびダッシュ
ボードにより、情報検出プラットフォームを使用して探索と検出のニーズに対処できます。 

たとえば、一番売れている製品の保証請求が前月15%上昇したことがレポートに示された場合、"何
が変更になったのか"、"この変更の主要因は何か"、"この製品について顧客は最近何と言っているの
か"などの新たな疑問が浮上することでしょう。この例では、Oracle Big Data Discoveryを検出アプ
リケーションとしてデータ探索に利用できます。 

関係が逆の方向に進むこともあります。情報検出によって、ビジネス・インテリジェンス・ツール
に提供する新しいKPIが作成されます。たとえば、消費財（CPG）企業が情報検出を使用して、一見
して関連性のない複数のブランドに対する好みが、特定の顧客セグメントと密接に関連しているこ
とが分かったとします。この情報はソーシャル・メディア検出アプリケーションで得られたもので、
この情報によって、この企業が継続的に追跡すべき新しいKPIが確立されました。確立されたこの新
しいKPIは、ビジネス・インテリジェンス・アプリケーション内の標準のレポートとダッシュボード
に組み込まれます。 

情報検出アプリケーションとビジネス・インテリジェンス・アプリケーションでは、開発プロセス
も異なるでしょう。従来のBIでは、ユーザーは求めている回答が分かっています。ユーザーが要件
を定義し、目標を設定します。まず要件を文書化し、データ・モデルを定義してから、データ・モ
デルを実装して開発し、メタデータを定義し、データを統合したら、最後にレポートとダッシュ
ボードを開発します。新しいビジネス要件が出てきた場合は、このプロセスの繰り返しが新たに開
始されます。 

情報検出アプリケーションでは、ユーザーはアイディアや関心を持っても、期待される回答が必ず
しも分かっているとは限りません。最初の疑問に対する回答に基づいて、次の一連の疑問が生じま
す。その結果、開発プロセスはより流動的になります。データ・アナリストは、仮説を立てて改善
するときに、データを探索することが必要になります。 

以下に例を示します。 

データ検出のユースケースでは、アナリストがデータを探索し、関連性や相関関係を見つけるよう
に努めます。ディスカバリ・ラボでは、解決策を見つけるために、通常は統合されないさまざまな
構造化データセットと非構造化データセットが組み合わせられ、従来のデータ統合は使用されませ
ん。予防保守の例では、複数の異種データソースから構成部品の仕様、パフォーマンス履歴、サー
ビス履歴、および修理プロセスが取得されます。保守要件を予測したり、保守に関する特定の問題
の根本的原因を適切に把握したりするために、これらの従来型の構造化データソースが、ソーシャ
ル・アプリケーションやカスタマ・リレーションシップ・マネジメント・システムのコメント・
フィールドから取得された非構造化テキストと組み合わせられます。このような検出プロセスは、
領域専門家がデータをリアルタイムで常に利用できる場合に最適です。このような場合、即時に
データを検索してモデルを構築するためには、最適化されたデータ構造向けに高度に特化された索
引、セマンティック処理、大容量メモリ・キャッシュ、および高速ネットワークが必要となります。 
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ただし、従来型のビジネス・インテリジェンスと情報検出は相互に排他的ではありません。この2
つは補完的であり、組み合わせて使用すると、意思決定支援の基盤がさらに強力になります。 

高度な分析 

高度な分析は、従来のBIと比べてより反復アプローチに基づいている点で、情報検出と似ています。 

ユーザーは通常、まず、仮説を立てるか、一連の疑問を設定します。既存のデータウェアハウスの
構造化データ、およびWebログ、クリックストリーム、ソーシャル・メディア・チャネル、社内テ
キスト・ログやドキュメントの非構造化データを含め、データソースを定義して収集します。ユー
ザーは、ツールを用いて結果を探索したり曖昧さを軽減したりします。情報検索ツールは、この段
階で大きく役立ちます。 

データセットが調整されると、アナリストはOracle Advanced Analytics、SAS、Rなどの分析ツールを
用いて分析モデルを適用し、外れ値を取り除き、中央値を見つけて、関連付けを行うことができます。
次に、アナリストは結果を解釈し、問合せとモデルを継続的に改良し、仮説を改善して確立します。 

最後に、この分析から、データに基づいて新しい理論と予測を作成します。このプロセスは本質的に
かなり流動的であり、従来のソフトウェア開発ライフ・サイクル（SDLC）やBI開発とは異なります。 

次の表に、3つの領域の分析機能とレポート機能の比較を示します。 

オラクルの分析機能とレポート機能の比較 

 

Oracle 
BI Foundation Suite 

Oracle 
Big Data Discovery 

Oracle 
Advanced Analytics 

おもな概念 既知の疑問に対する実証済みの回答 新しい疑問に対する迅速な回答 仮説に基づいた傾向の特定 

アプローチ セマンティック・モデルによって、データソー

スを統合し、強力なガバナンス、信頼性、再利

用性を実現 

検出の必要性に応じてソースを取得。受け取った

データからモデルを特定 
さまざまな統計アルゴリズムやマシン学習アル

ゴリズムにより、隠れた関連性を特定 

データソース 関係をモデル化できる、データウェアハウスと

フェデレーテッド・ソース。多くの場合、構造

化されている 

構造化データソース、半構造化データソース、お

よび非構造化データソースを含む、関連付けが難

しく時間とともに変更する可能性がある複数の

ソース 

Oracle Data Mining（Oracle Advanced 
Analytics のコンポーネント）を利用する構造

化データソース、および RDBMS データベー

スや Hadoop の Oracle R Distribution データを

利用する構造化/非構造化データ 

ユーザー レポート、ダッシュボード、モバイル、ビジネ

ス・プロセス組込みによる、幅広いエンタープ

ライズ・ユーザー … 

ビジネスとビジネス要件を把握している技術系

ユーザー 
統計モデリング、テキスト・マイニングと分

析、予測モデリングなどを理解している、デー

タ・サイエンティストと技術系ユーザー 

タイミング 完成まで数カ月間 完成まで数週間 分析とモデル適用に数週間～数カ月 

 
端的に言えば、ビジネス・インテリジェンス、情報検出、および高度な分析の相違点と補完的な性
質を理解すると、ビジネス・コンテキストに基づいて適切な要件に適切なツールを選択するのに役
立ちます。詳細については、上の表の見出しのリンクをクリックしてください。 

 

http://www.oracle.com/us/solutions/business-analytics/business-intelligence/foundation-suite/overview/index.html
https://www.oracle.com/big-data/big-data-discovery/index.html
http://www.oracle.com/us/products/database/options/advanced-analytics/overview/index.html
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3つの事例におけるビッグデータ・アーキテクチャのパターン 

このセクションでは、3つの事例を紹介し、アーキテクチャに関する意思決定とテクノロジー・コ
ンポーネントについて説明します。 

» 事例1：小売におけるWebログの分析 

» 事例2：金融サービスにおけるリアルタイム・トランザクションの検出 

» 事例3：保険会社における非構造化データと構造化データの関連付け 

事例1：データ探索 

最初の例は、小売業界に関するものです。国内最大手の小売業者の1つが、クリスマス期間にWeb
チャネルの業績が不本意な結果に終わったため、オンライン・ショッピング・サイトのカスタ
マー・エクスペリエンスを向上するよう試みています。調査対象の領域として、Webサイトのナビ
ゲーション・パターンがあり、特にショッピング・カートが中断された場合のパターンを調査しま
す。 

この事例におけるアーキテクチャ上の課題は、コストを最小限に抑えながらビジネスにソリュー
ションを迅速に提供するために、できる限り既存のツール、スキル、インフラストラクチャを用い
てソリューションを短期間で実装することでした。スタッフにHadoopのスキルを備えたプログラ
マーはごくわずかしかいませんでしたが、プログラマーにSQLの専門知識がありました。SQLのプ
ログラマーがデータにアクセスできるよう、すべてのデータをリレーショナル・データベース管理
プラットフォームにロードするという選択肢がありましたが、データの移動が広範囲に及び、高い
処理能力と大容量のストレージが必要となるため、この選択肢はコスト面から妥当ではありません
でした。2番目の選択肢は、データをHadoopにロードし、SQLを使用してHDFS内のデータに直接ア
クセスするというものでした。 

 

図16：事例1：データ探索 

上に示す決定された概念アーキテクチャのアプローチは、Hadoop分散ファイル・システムをOracle 
Database外部表に単に関連付けて、Hadoop分散ファイル・システムに直接アクセスできるようにす
るというものです。関連付けると、Oracle Big Data SQLまたはOracle SQL Connector for HDFS

（Oracle Big Data Connectorsの1つ）を使用して従来のSQLツールでデータセットを探索できます。 

おもな利点は次のとおりです。 

» 低コストのHadoopストレージを利用 

»  SQLツールとBIツールの既存の投資とスキルを活用 

»  クライアント側でソフトウェアのインストールが不要 



 

44 | オラクル・エンタープライズ・アーキテクチャ ホワイト・ペーパー — エンタープライズ・アーキテクトのビッグデータ・ガイド 
 

»  オラクルの強力なSQL言語を利用 

»  リレーショナル・データベースへのデータ移動が不要 

»  構造化データセットと非構造化データセットを迅速に取得、統合 

 

図17：事例1：データ探索および決定されたアーキテクチャ 

上の図は、この課題に対応するために使用された、アーキテクチャ・コンポーネントを示しています。 

このアーキテクチャに含まれているおもなOracleコンポーネント 

»  従来のSQLツール 

»  Oracle SQL Developer：グラフィカル・ユーザー・インタフェースを備えた開発ツール。リ
レーショナル・データベースに格納されたデータにSQLを使用してアクセス可能 

»  Oracle BI Enterprise Editionなどのビジネス・インテリジェンス・ツールを使用してOracle 
Databaseのデータにアクセス可能 

»  Oracle Database外部表 

»  ファイル・システムに格納されたデータを行と列の表形式で表示する、Oracleデータベース
の機能。データのアクセスには、SQL問合せ言語を使用 

»  Oracle Big Data SQL 

»  推奨されるSQLアクセス手法。Oracle Big Data Appliance（データ・レザボア）とOracle 
Exadata（データウェアハウス）間に高度な接続を提供 

»  データをメイン・メモリに移動して評価するのではなく、Oracle Smart Scan機能を使用して
ストレージ・システムからデータをインテリジェントに直接選択 

»  "hcatalog"メタデータ・ストアを使用し、操作を最適化するよう、データベース外部表を自動
的に作成。Big Data SQLにより、このカタログを使って複数のデータソースに接続可能 

»  Oracle Big Data Connectors 

»  Oracle外部表機能を使用してHDFSデータにアクセスするコネクタ 

»  Oracle Database 12cおよびOracle Enterprise Rでロードと分析を効率的に実行できるよう、最
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適化されたデータセットを作成。これらのコネクタで、すべてのHadoopソリューションに
接続可能 

»  Oracle Big Data Appliance 

»  Oracleエンジニアド・システム。ログ、レビュー、その他の関連するビッグデータを格納す
るために、Cloudera's Distribution including Apache Hadoop（CDH）のすべてのディストリ
ビューションを装備 

要約すると、このシナリオでは、アーキテクチャに関して、データの移動と重複を避け、ストレー
ジと処理に関する要件とコストを最小限に抑え、既存のSQLツールとSQLのスキル・セットを活用
することを選択しました。 
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事例2：リアルタイムのアラート 

大手金融機関が、金融犯罪やテロ活動の可能性を検出する規制に従う必要がありました。ただし、
次の課題がありました。 

» さまざまなソースから取得した異なる形式のデータを関連付ける。この要件は、賭博、組織犯
罪、麻薬密売、テロへの資金供与などの活動が増加しており、これらの活動を包括するように
マネーロンダリング対策法が拡張されたことから生じました。 

» 金融機関に絶えず流れ込む、ますます増加している情報を取得、格納、アクセスする。この金
融機関のITシステムで、通貨取引報告（CTR）、疑わしい取引報告（SAR）、有価証券記録

（NIL）、インターネットベースの活動と取引など、さまざまなソースの大量のデータを自動的
に収集して処理する必要がありました。ソースにはリアルタイムのものもあれば、バッチのも
のもありました。 

この事例におけるアーキテクチャ上の課題は、ストリーミング処理エンジンを使用して多様なデー
タソースを同時に評価することでした。また、既存のBIプラットフォームを利用して関連する規制
レポート要件に対処することも、課題となっていました。必要なアーキテクチャ機能として、複数
チャネルの処理（リアルタイムとバッチの両方）と、各チャネルに適切なツールがありました。た
とえば、リアルタイム・チャネル経由で転送されるデータがあれば、リアルタイム・チャネルだけ
でなく、さまざまな角度から処理および分析できるよう、バッチ・チャネルでも転送する必要があ
る、特定のデータセットもありました。 

 

図18：事例2：ビッグデータによるリアルタイム・アラートの実現 

理想的なシナリオは、集計や階層のさまざまなレベルで口座、顧客、取引先企業、法人それぞれの
リスク率をもっとも適切に判断できるように、過去のすべてのプロファイル変更とトランザクショ
ン・レコードを含めるというものです。従来、処理能力の制約とストレージ・コストのために、量
と多様性が十分には利用されていませんでした。Hadoop、Spark、およびStormの処理を利用して、
継続的なリスク・プロファイルを計算するために、すべての詳細なデータ・ポイントを組み込むこ
とが可能になりました。リスクを評価するために、プロファイルのアクセスと最後のトランザク
ションをNoSQLデータベース内にキャッシュしてから、リアルタイムのイベント処理エンジンから
これらにオンデマンドでアクセスできます。リスクを評価したら、イベント・メッセージが発行さ
れ、トランザクションのアクションと例外に基づいて、NoSQLにキャッシュされているリスク・プ
ロファイルが更新されます。メッセージの発行先には、適切なレポート、分析、アクションを実行
するための、さまざまな運用システムや分析システムが含まれます。 
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 図19：事例2：リアルタイムのアラート - データ・フロー 

このシナリオでは、Hadoopクラスタによって、リアルタイムの運用中のデータウェアハウス・
ソースのデータが柔軟なデータ構造で統合されています。Hadoop上で実行されるバッチベースの
定期的なリスク評価プロセスによって、リスクが計算され、傾向が特定され、NoSQLデータベース
にキャッシュされた個々の顧客リスク・プロファイルが更新されます。リアルタイムのイベントが
ネットワークから転送されると、イベント・エンジンによってリスクが評価されます。その際、
キャッシュされたプロファイルとの比較でトランザクション・イベントがテストされ、適切なアク
ションがトリガーされ、評価結果がログに記録されます。 

 

図20：事例2：リアルタイムのアラート - 決定されたアーキテクチャ 
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上の図は、このアーキテクチャの以下のコンポーネントを示したものです。 

» イベント処理 

» Oracle Event Processing：Oracle Event Processingは、受け取ったデータを絶えず処理し、パ
ターンを分析して進化させ、条件が検出されるとイベントを発生。Oracle EPはOpen Service 
Gateway initiative（OSGi）コンテナで動作し、Javaランタイム環境で実行できます。Oracle 
SOA Suiteに含まれており、Oracle Exalogic、SPARC T5などのOracleエンジニアド・システム
で実行できます。 

» Oracle Stream Explorer：イベント・テクノロジーの基本特性に関する知識なしにデータ・ス
トリームを解釈できる、ビジネス・レベルのユーザー・インタフェース。 

» Apacheストリーミング・オプション：Oracle Big Data ApplianceとApacheのClouderaディス
トリビューションによる、Spark Streaming、Flume、およびStormなどの複数のストリーミ
ング・オプションを利用可能。 

» Oracle Big Data Appliance（または、他のHadoopソリューション）： 

» イベントをキャプチャ（Flume、Spark Streamingなどのさまざまなオプション）。 

» ログ、レビュー、その他の関連するビッグデータを格納するために、Cloudera's Distribution 
including Apache Hadoop（CDH）のすべてのディストリビューションを装備。 

»  NoSQLデータベースで柔軟なデータ構造と高速な問合せを用い、低待機時間のデータを取得。 

» MapReduceよって複数のデータソースの大量かつ多様なデータを処理し、データセットを低
減して最適化することで、リスク・プロファイルを計算。プロファイル・データをイベン
ト・エンジンとトランザクション・アクションごとに評価し、例外をHadoopに格納するこ
とが可能。 

» Oracle Exalogic 

» Oracle Event Processing：受け取ったデータを絶えず処理し、パターンを分析して進化させ、疑
わしいアクティビティが検出されるとイベントを発生させる、ストリーミング・イベント・エ
ンジン。分析用に、イベント・アクティビティを取得可能。 

» Oracle Business Process Execution Language（BPEL）：BPELエンジンにより、イベント発生
時のプロセスと適切なアクションを定義。 

» Oracle Business Activity Monitoring（Oracle BAM）：洞察を瞬時に提供してアクションを生
成する、リアルタイムのビジネス・アクティビティ監視ダッシュボード。 

要約すると、このアーキテクチャの基本原則は、複雑な規制要件に対応するために、異種データをイ
ベント駆動型アーキテクチャと統合するものです。データベース管理システムはこのアーキテクチャ
図に含まれていませんが、発生したイベントおよび処理のトランザクションとレコードを、トランザ
クションとして、または今後の分析要件に備えて、データベースに格納することが求められます。 

  

https://spark.apache.org/streaming/
http://flume.apache.org/
https://storm.apache.org/
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事例3：ビッグデータによる分析の組合せ 

3番目の事例は、個人の運転習慣に基づいて補償範囲と保険料をカスタマイズすることを検討して
いる、保険会社に関するものです。この保険会社では、車両で生成された、顧客の運転習慣を示す
大量のセンサー・データを取得し、コスト効率の高い方法で格納し、このデータを処理して傾向と
パターンを特定し、最終結果を既存のトランザクション・データ、マスター・データ、およびすで
に取得している参照データと統合する必要があります。 

 

図21：事例3：ビジネス目標 

この事例におけるアーキテクチャ上の課題は、ビッグデータ・アーキテクチャと、既存の情報アー
キテクチャおよび投資とのギャップを埋めることでした。まず、非構造化された運転データを構造
化された保険契約者データ（プロフィール、有効なポリシー、請求履歴、支払い履歴など）と照合
して関連付ける必要がありました。既存のBIエコシステムを使用して、ユーザーが結果を利用でき
る必要がありました。また、規制要件とコンプライアンス要件を満たすよう、データ・セキュリ
ティを適用する必要がありました。 

 

図22：事例3：オラクルのビッグデータ・プラットフォームによる分析の組合せ 
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このシナリオでは、ソリューションによって、顧客プロファイルの更新、新しい保険料の計算、
データウェアハウスの更新、および収益と競争力を分析するディスカバリ・ラボへのデータ提供と
いう、複数の目標を達成する必要があります。決定されたアーキテクチャは、複数プラットフォー
ムにわたるデータ移動を最小限に抑え、BIプロセスと分析プロセスを統合し、高度な分析を可能に
し、アクセス/ID管理を確保し、データ・セキュリティ機能を常に適用するように策定されています。 

センサー・データの量と多様性のために、生データの格納用にHDFSが選択されています。
MapReduce処理によって、低密度データをフィルタリングして意味のあるサマリーにしています。
レザボア内のSQL分析と"R"分析によって、"インプレース"のデータから最初の保険スコアを計算し
ています。顧客プロファイルはNoSQLデータベースで更新され、運用システムとデータウェアハウ
ス・システムにエクスポートされます。さらなる調査のために、運転行動データ、取得されたプロ
ファイル、および他の料金要素がディスカバリ・ラボにロードされます。従来のBIツールと情報検
索ツール（一部のツールはBig Data SQLで使用可能に）を使用し、これらすべての環境でデータに
アクセスできます。 

このアーキテクチャ・アプローチの結果として、ビジネス・ユーザーが"ビッグデータ"を分離され
た別の部分として意識することがありませんでした。つまり、ビジネス・ユーザーは従来のトラン
ザクション・データとビッグデータの違いに気付きもしないということです。ユーザーがデータの
ナビゲート、仮説のテスト、パターンの分析、および情報に基づいた意思決定を行うときに、すべ
てがシームレスに機能します。 

要約すると、この事例では、アーキテクチャに関して、非構造化データであるビッグデータと構造
化データであるRDBMSおよびBIデータを統合することを選択しました。Oracle Big Data Appliance、
Oracle Exadata、Oracle ExalyticsなどのOracleエンジニアド・システムを利用することで、実装に伴
うリスクを軽減し、価値を迅速に実現し、卓越したパフォーマンスとスケーラビリティを達成し、
非常に複雑なビジネス課題とIT課題に対処しました。 

オラクルのビッグデータ・プラットフォーム 

前述の事例の全体的な機能でも、連携して動作し、パフォーマンス、スケーラビリティ、可用性、
および管理についてエンタープライズ・クラスの機能を提供するように設計された、オラクルの
ビッグデータ・プラットフォーム（図9を参照）の運用コンポーネントの概要を説明しています。
このプラットフォームの基本原則は、次のとおりです。 

» 迅速な検出と予測 – 日々の検出やデータ・サイエンスを容易かつ迅速に実行できるようにしま
す。独自のハードウェアおよびソフトウェア・エンジニアリングによって、大量のデータを極
めて高速に処理できるようにします。これは、非定型のデータ探索とデータ集中型の統計モデ
リングにおける重要な要件です。これらの手法を使用すると、データ・レザボア内かデータ
ウェアハウス内かに関係なく、ビッグデータをインプレースで探索でき、短期間でメリットが
得られます。 

» すべてのデータへのアクセスの簡素化 – Hadoop、NoSQL、およびリレーショナル・データ
ベースのデータに、単一システムに格納されているかのようにアクセスできます。オラクルで
は、追加のデータベース内のデータをSQLで読み取れるようにし、アクセスを簡素化しています。
この機能は、SQLを用いてデータ読取りを実行するツールにまで及んでおり、ビジネス・インテ
リジェンス、分析、およびレポートに対する既存の投資が保護されます。 

» すべてのデータのガバナンスと保護 – データ品質標準を低下させずに、ファイアウォール内と
ファイアウォール外のデータを統合します。オラクルは、Apache Sentry、MIT Kerberos、およ
びネイティブの暗号化機能を超える機能を提供しています。オラクルは、データ転送、オーケ
ストレーション、データ品質、およびデータ系統において、透過性とライフ・サイクル管理を
提供しています。HDFSデータへの安全なアクセスは、Oracle Identity Managementおよび

http://sentry.incubator.apache.org/
http://www.kerberos.org/index.html
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Oracle Databaseへの既存の投資を拡張して実現されます。また、オラクルは、Big Data 
Applianceに搭載されているOracleソフトウェアへのアクセスだけでなく、オープンソースへの
アクセスも監視する、単一の安全な監査リポジトリも提供しています。 

次の表に、オラクルのビッグデータ・プラットフォームのおもなハードウェア・コンポーネントと
ソフトウェア・コンポーネントを示します。 
 オラクルのビッグデータ・プラットフォーム 

Oracle エンジニアド・ 
システム オラクル製品 説明 

イベント・エンジン 

Oracle Exalogic Elastic 
Cloud 

Web サイトと製品データシート Oracle Exalogic は、ミドルウェア・サービスに卓越したパフォーマン

ス、信頼性、スケーラビリティを提供するように設計されたハード

ウェアとソフトウェアです。Oracle や Java、その他のアプリケーショ

ンと連携して動作します。 

Oracle SuperCluster Web サイトと製品データシート Oracle SuperCluster は、オラクルのもっとも強力なデータベース・マ

シンです。エンド・ツー・エンドのデータベース操作とアプリケー

ション操作を実現するよう、統合型のサーバー、ストレージ、ネット

ワーク、およびソフトウェア・システムで構成されています。 

 Oracle Event Processing データ・ストリームを取得するイベント・プロセッサです。Oracle 
Exalogic、Oracle SuperCluster、その他の Java ランタイム環境にイ

ンストールできます。 

データ・レザボア 

Oracle Big Data Appliance Web サイトと製品データシート 最適化されたハードウェアともっとも包括的なビッグデータ・ソフト

ウェア・スタックの組合せにより、ビッグデータを取得、体系化し、

Oracle Database にロードするための、総合的なデプロイしやすいソ

リューションを提供します。 

 Hadoop 向け Cloudera ディストリビュー

ション 
オラクルがサポートしている、業界をリードするオープンソース・

ディストリビューションです。Cloudera はパラレル処理機能

"MapReduce"を備えており、Impala、Spark などのさまざまな Apache
プロジェクトをサポートしています。 

 Oracle NoSQL Database 柔軟なデータ構造と高いパフォーマンスを備えたデータベースです。 

 Oracle R Distribution オラクルがサポートしている、オープンソース分析ライブラリです。 

 Oracle Big Data Discovery Hadoop 上でネイティブに実行されるビジュアルかつ直観的な製品で

あり、データ専門家なしにビジネス洞察を数分で得られます。 

データ・ファクトリ 

複数 Oracle Big Data Connectors ビッグデータと Exadata エンジニアド・システムにわたって Hadoop
と Oracle Database を統合するためのアダプタを提供します。 

使いやすいグラフィカル・ユーザー・インタフェースを使って管理し

ます。 

複数 Oracle Data Integrator シームレスなバッチ統合とリアルタイム統合を可能にする宣言的な設

計により、次世代の抽出/ロード/変換（ELT）テクノロジーを使用して

バルクでのデータ統合と変換を実行する製品スイートです。 

複数 Oracle GoldenGate 複数の異種システムのトランザクション・データに対し、変更データ

の取得、配布、提供を低い負荷でリアルタイムに実行することで、継

続的な可用性、ゼロ・ダウンタイムの移行、およびビジネス・インテ

リジェンスを実現します  
複数 Oracle Data Quality データ品質を制御、測定、向上、および管理できます。プロファイリ

ング機能、クレンジング機能、マッチング機能、監視機能を利用でき

ます。 

複数 Oracle Enterprise Metadata Management Oracle ソリューションとサード・パーティ・ソリューションのメタ

データを取得し、メタデータの探索、レポート、分析、管理を実行で

きるようにします。 

 

http://www.oracle.com/jp/engineered-systems/exalogic/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/engineered-systems/supercluster/overview/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/middleware/complex-event-processing/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/engineered-systems/big-data-appliance/overview/index.html
http://oracle.cloudera.com/
http://oracle.cloudera.com/
http://www.oracle.com/jp/products/database/nosql/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/bigdata/roles/data-scientist/index.html
http://www.oracle.com/jp/bigdata/big-data-discovery/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/products/database/big-data-connectors/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/products/middleware/data-integration/enterprise-edition/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/products/middleware/data-integration/goldengate/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/products/middleware/data-integration/enterprise-data-quality/overview/index.html
http://www.oracle.com/us/products/middleware/data-integration/enterprise-metadata-management/overview/index.html
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Oracle エンジニアド・ 
システム オラクル製品 説明 

データウェアハウス 

Oracle Exadata Web サイトと製品データシート データウェアハウス・アプリケーションと OLTP（オンライン・トラ

ンザクション処理）アプリケーションの両方で卓越したパフォーマン

を発揮するように設計されたデ タベ シ す プライ

 

Oracle フラッシュ・スト

レージ 
Web サイトと製品データシート フラッシュの能力を活用するように設計された SAN ストレージで

す。フラッシュとディスクが自動的に階層化されるため、高いパ

と ト効率が得られます  
 Oracle Database Enterprise Edition 12c オラクルの最新バージョンのリレーショナル・データベースであり、

画期的な分析パフォーマンスを発揮するインメモリ・データ処理機能

を備えています。 
 合計 16 のデータベース・オプション

（Database In-Memory、Multitenant、
Spatial、Text など） 

パフォーマンスとスケーラビリティ、高可用性、セキュリティとコン

プライアンス、データウェアハウスとビッグデータ、および管理性の

領域における、追加のデータベース機能を提供します。 

 Oracle Advanced Analytics 高度なデータ・マイニング機能を実行する分析製品ファミリです。

Oracle Data Miner と Oracle Enterprise R が含まれます。 

ビジネス分析 

Oracle Exalytics 
In-Memory Machine 

Web サイトと製品データシート 大規模なデータセットから実行可能な洞察を得るために、モデリン

グ、予測、およびプランニング・アプリケーション向けの最高速のビ

ジネス・インテリジェンス（BI）ソリューションを、最適化された高

度なデータ可視化とともに提供する、インメモリのハードウェアおよ

びソフトウェア・プラットフォームです。 

 Oracle BI Foundation Suite ビジネス・インテリジェンスのレポートおよび開発ツール・ファミリ

の基盤となる、エンタープライズ・メタデータ・ストアです。 

 Oracle Endeca Information Discovery Oracle Endeca Information Discovery（Oracle EID）は、あらゆるソース

のあらゆるタイプの情報を組み合わせて利用する、包括的なエンタープ

ライズ・データ検出プラットフォームです。Oracle EIDは、ファセッ

ト・ナビゲーションを用いて、ビジネス・ユーザーが直観的な検索エン

ジンを使用してあらゆる形式のデータを探索できるようにします。 

 Oracle Essbase 業界最先端の多次元オンライン分析処理（OLAP）サーバーです。ビ

ジネス・ユーザーがビジネス・パフォーマンスを予測するのを支援す

るように設計されています。 

ディスカバリ・ラボ 

Oracle Big Data Appliance 
Oracle Exadata 
Oracle Exalytics 
In-Memory Machine 
Oracle Exalogic Elastic 
Cloud 

 ディスカバリ・ラボは、専用のインフラストラクチャでも共有のイン

フラストラクチャでも運用できます。 

 ラボで役立つオラクル製品 » SQL 分析関数： 

Spatial、RDF/SPARQL、SQL パターン・マッチング 

» Oracle Advanced Analytics：Oracle R と Oracle Data Mining 

» Oracle Big Data Discovery 
» Oracle Endeca 
» Oracle Data Quality 
» Oracle Metadata Manager 

システム間共通のコンポーネント 

 InfiniBand ネットワーク Oracle Big Data Appliance、Oracle Exadata、および Oracle Exalytics
は InfiniBand（1 秒あたり 40GB）経由で接続されるため、バッチや問

合せのワークロードでデータを高速に転送できます。 

 Oracle Big Data SQL Oracle SQL 言語を使用して、Hadoop、Hive、Oracle NoSQL などの

Oracle Big Data Appliance 上のデータ・ストアのデータにアクセスで

きるようにします。 

 Oracle Enterprise Manager Oracle Enterprise Manager はオラクルの統合型エンタープライズ IT 管

理製品ラインであり、包括的で統合されたビジネス主導型のエンター

プライズ管理を実現します。 

 Oracle Audit Vault and Database Firewall Oracle Audit Vault and Database Firewall は、Oracle データベースおよ

び Oracle 以外のデータベースのトラフィックを監視し、脅威を検出し

てブロックします。また、データベース、オペレーティング・システ

ム、ディレクトリ、およびその他のソースの監査データを統合し、コ

ンプライアンス レポ トを改善します  

http://www.oracle.com/jp/engineered-systems/exadata/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/storage/san/fs1/overview/index.html
https://www.oracle.com/database/index.html
http://www.oracle.com/jp/database/overview/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/options/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/options/index.html
http://www.oracle.com/jp/products/database/options/advanced-analytics/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/engineered-systems/exalytics/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/solutions/business-analytics/business-intelligence/foundation-suite/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/solutions/business-analytics/business-intelligence/endeca/overview/index.html
http://www.oracle.com/us/solutions/business-analytics/business-intelligence/endeca/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/solutions/business-analytics/business-intelligence/essbase/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/products/servers-storage/networking/infiniband/index.html
http://www.oracle.com/jp/products/database/big-data-sql/overview/index.html
http://www.oracle.com/jp/products/enterprise-manager/index.html
http://www.oracle.com/jp/products/database/security/audit-vault-database-firewall/overview/index.html
http://www.oracle.com/us/products/database/security/audit-vault-database-firewall/overview/index.html
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ビッグデータのベスト・プラクティス 

以下に、ビッグデータ・アーキテクチャ基盤の構築を成功させるためのガイドラインを示します。 

1：ビッグデータを特定のビジネス目標と連携させる 

ビッグデータのおもな目的は、大量の低密度データにインテリジェントなフィルタリングを適用し
て隠れた価値を見出すことです。アーキテクトとして、ビジネス部門に対し、ビジネス目標を達成
するにはビッグデータ手法をいかに適用すれば良いかを助言できるように備えます。たとえば、
WebログをフィルタリングしてE-Commerceの動向を把握する方法を理解したり、ソーシャル・メ
ディアやカスタマ・サポートでのやり取りから感情を抽出したり、さまざまな統計関連付け手法を
理解し、顧客データ、製品データ、製造データ、または技術データにおけるこれらの手法の妥当性
を把握します。ビッグデータはITの新分野であり、新しいことを習得するのは非常に刺激的ですが、
プロジェクトへの継続的な投資と予算を確保するためには、強力なビジネス主導型コンテキストで
スキル、組織、またはインフラストラクチャに対する新たな投資の土台を築くことが重要です。正
しい方向に向いているかどうかを判断するため、ビジネス・アーキテクチャとITの最優先事項をい
かにしてサポートし、実現するのかを自問します。 

2：標準とガバナンスによってスキル不足を緩和する 

McKinsey Global Institute1は、ビッグデータの最大の障壁の1つがスキル不足であると述べています。
高度な分析手法の採用が加速し、2018年までに60%の不足が生じると予測されています。ビッグ
データのテクノロジー、考慮事項、および意思決定をITガバナンス・プログラムに確実に追加する
ようにすると、このリスクを軽減できます。アプローチを標準化すると、コストの管理とリソース
の最大活用を達成できます。ビッグデータのソリューションと戦略を実装する組織では、スキル要
件を早期に評価する必要があります。通常、スキルの潜在的なギャップを事前に特定しておく必要
があります。既存のリソースにトレーニングやクロストレーニングを行ったり、新しいリソースを
採用したり、コンサルティング会社を利用すると、スキルのギャップに対処できます。また、
Oracleエンジニアド・システムを実装すると、ビッグデータの実装をすばやく開始でき、社内の専
門知識が増えるにつれて、価値の実現をさらに短い期間で達成できるようになります。さらに、オ
ラクルのビッグデータ・ソリューションを利用すると、ビッグデータの実装に既存のSQLツールと
専門知識を活用できるため、時間とコストを節約しながら既存のスキル・セットを利用できます。 

3：研究拠点を利用して知識伝達を最適化する 

研究拠点（CoE）を利用して、ソリューションの知識、計画アーチファクト、監視、管理に関して
プロジェクトのコミュニケーションを共有します。ビッグデータが新たな投資の場合でも投資の拡
大の場合でも、ソフトのコストとハードのコストを企業全体の共有の投資にできます。CoEのアプ
ローチを利用すると、より計画的かつ体系的な方法でビッグデータを推進し、情報アーキテクチャ
全体の成熟度を高めることができます。 

4：もっとも大きなメリットは、非構造化データと構造化データの連携にある 

ビッグデータ単独で分析できれば、確かに有益です。ただし、低密度のビッグデータを、現在使用
している構造化データに関連付けて統合すると、ビジネスをさらに明確に把握できます。たとえば、
すべての感情と優良顧客のみの感情を区別すると、違いを把握できます。キャプチャするビッグ
データが顧客、製品、機器、または環境のいずれに関するものでも、関連するデータ・ポイントを

                            
1 McKinsey Global Institute、2011 年 5 月、『The challenge—and opportunity—of 'big data'』

https://www.mckinseyquarterly.com/The_challenge_and_opportunity_of_big_data_2806 

https://www.mckinseyquarterly.com/The_challenge_and_opportunity_of_big_data_2806
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コア・マスターと分析サマリーにさらに追加することを目標とするのが適切です。これにより、よ
り良い結論が得られます。そのため、多くの人がビッグデータを既存のビジネス・インテリジェン
ス、データウェアハウス・プラットフォーム、および情報アーキテクチャの不可欠な拡張部分と見
なしています。 

ビッグデータの分析プロセスとモデルは人間とマシンがベースとなることに留意してください。
ビッグデータ分析機能には、統計、空間、セマンティック、対話型検出、および可視化が含まれま
す。ナレッジ・ワーカーは、これらの機能を、さまざまなタイプやソースのデータを相関付ける新
しい分析モデルと併用すると、関連付けや有益な検出を行えます。ただし、全体として、ビッグ
データを関連するトランザクション・データのプリプロセッサとポストプロセッサの両方であると
見なし、インフラストラクチャ、プラットフォーム、BI、およびDWに対する既存の投資を活用し
ます。 

5：高いパフォーマンスを備えたディスカバリ・ラボを計画する 

データから意味を見出すのが簡単でない場合があります。何を求めているのか当初は分からない場
合もあります。それは十分予想されることです。管理とITによって、この"方向性の欠如"や"明確な
要件の欠如"をサポートする必要があります。しかしながら、データの検出と探索を行うアナリスト
とデータ・サイエンティストは、ビジネス部門のおもな知識ギャップと要件を把握するために、ビ
ジネス部門と緊密に連携することが重要です。対話型のデータ探索や統計アルゴリズムの実験的利
用に対応するためには、高パフォーマンスの環境が必要です。"サンドボックス"環境に必要な処理
能力があり、この環境が適切に管理されていることを確認します。 

6：クラウドのオペレーティング・モデルと連携させる 

ビッグデータのプロセスとユーザーは、反復的な実験と実行中の本番ジョブの両方で、さまざまな
リソースへのアクセスが必要となります。データ・レルムのデータ（トランザクション・データ、
マスター・データ、参照データ、サマリー・データ）は、ビッグデータ・ソリューションの一部で
す。分析サンドボックスをオンデマンドで作成する必要があります。また、前処理、統合、データ
ベース内集計、後処理、分析モデリングを含め、データ・フロー全体を確実に制御するために、リ
ソース管理が重要となります。プライベート・クラウドとパブリック・クラウドのプロビジョニン
グやセキュリティ戦略を適切に計画することが、これらの変化する要件をサポートする上で重要と
なります。 
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最終的な結論 

データが増加し続ける世界に生きているというのは盲信ではなく、データ利用者としてもデータ量
が減ることは期待していません。ソーシャル・メディア、モバイル・デバイス、センサーなどの普
及に伴い、ビッグデータを効果的に利用することが、企業が競争力を獲得して競合他社をしのぐ上
で重要な差別化要因となると現在認識されています。ビジネス管理のベストセラー作家であるTom 
Petersは、「ニュー・エコノミーにおいて、データと情報を有形資産として管理することの計り知
れない重要性を理解しない組織は今後生き残ることができないだろう」と述べています。 

ビッグデータによって、ビジネスの投資が促進されています。情報アーキテクトは、調査担当、設
計担当、助言担当として最前線に立っています。新しいテクノロジーや手法の利用には常に困難が
伴いますが、アーキテクトとして、迅速かつ確実にビジネス利用につなげることを期待されていま
す。 

ビッグデータ機能の領域で"新機能"を調べるときに、プロジェクトを遂行する以外に、プラット
フォームについて考慮することをお勧めします。新しい運用管理機能を標準のITプロセスやIT機能
と連携させ、従来の投資を活用し、エンタープライズのスケーラビリティとリジリエンスを確立し、
オープンソースの採用時にデータベースと開発のパラダイムを統一し、可能な限り統合と分析の両
方でメタデータを共有することが重要です。 

最後に重要なこととして、ビジネスの連携、スキルの向上、オープンソースのツールとテクノロ
ジーの管理、知識の共有、標準の確立、およびベスト・プラクティスの最大活用を達成するため、
ビッグデータ研究拠点を含めるようにITガバナンスを拡張します。 

オラクルは、最新の技術革新と機能をエンタープライズ・クラスのビッグデータ製品とソリュー
ションに組み込むために、情報管理における30年間のリーダーシップと研究開発における大幅な投
資を活用しています。オラクルのビッグデータ・プラットフォームは独自のものです。データ・レ
ザボア、ディスカバリ・ラボからデータウェアハウス、ビジネス・インテリジェンスに至るまで連
携するように設計されており、ビジネスで必要としている洞察が得られます。今こそ、オラクルと
協力して、企業とキャリアを成功に導くビッグデータ基盤を構築する好機です。これらの新しい要
素は急速に、次世代情報アーキテクチャを計画する上で重要な要件となってきています。 

このホワイト・ペーパーでは、オラクルのビッグデータ製品、アーキテクチャ、およびオラクルの
1対1のアーキテクチャ・ガイダンス・サービスの特徴について説明しました。エンタープライズ・
アーキテクチャと情報アーキテクチャに関するオラクルのコンサルティング・サービスについて、
詳しくはIT Strategy and Architecture Servicesを参照してください。情報アーキテクチャ・サービス
について、詳しくはこちらをクリックしてください。 

オラクル・アーキテクチャ開発プロセス（OADP）、関連するオラクル・エンタープライズ・アー
キテクチャ・フレームワーク（OEAF）に関するその他のホワイト・ペーパー、エンタープライ
ズ・アーキテクチャ・プロジェクトにおけるオラクルの経験、およびエンタープライズ・アーキテ
クトのコミュニティへの参加については、www.oracle.com/goto/EAを参照してください。 

アーチファクト、ツール、およびサンプルからなるオラクルのビッグデータ・リファレンス・アー
キテクチャについて、詳しくはお近くのオラクル代理店またはオラクルのエンタープライズ・アー
キテクトまでご相談ください。 

オラクルとビッグデータについて、詳しくはIT Strategy and Architecture Servicesを参照してくださ
い。 

 

http://www.oracle.com/jp/products/consulting/enterprise-architecture/overview/index.html
http://www.oracle.com/us/products/consulting/resource-library/oracle-ent-arch-info-gov-service-ds-354252.pdf
http://www.oracle.com/us/products/consulting/resource-library/oracle-ent-arch-info-gov-service-ds-354252.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/topics/entarch/whatsnew/oadp-whitepaper-128843.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/issue-archive/2010/10-jan/oea-framework-133702.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/issue-archive/2010/10-jan/oea-framework-133702.pdf
http://www.oracle.com/goto/EA
http://www.oracle.com/jp/solutions/enterprise-architecture/index.html
http://www.oracle.com/jp/solutions/enterprise-architecture/index.html
http://www.oracle.com/jp/products/consulting/enterprise-architecture/overview/index.html
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